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巻頭言

国
内
債
券
市
場
で
初
め
て
の「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ボ
ン
ド
認
証
」の
取
得

 

理
事　

西
川 

浩

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
は
、
鉄
道
・
船
舶
に
よ
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
・
支
援
を
行
う
唯
一
の
独
立
行
政
法
人
で
あ
り
、
事
業
遂
行
に
必

要
な
巨
額
資
金
の
一
部
は
、
毎
年
、
鉄
道・運
輸
機
構
債
券
（
以
下
「
機

構
債
」）
を
発
行
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
自
主
調
達
し
て
い
ま
す
。

　

機
構
債
の
発
行
額
は
、
鉄
道
事
業
と
船
舶
事
業
合
わ
せ
て
、
毎
年

１
０
０
０
億
円
以
上
（
平
成
31
年
度
発
行
計
画
で
は
１
１
７
０
億
円
）

に
の
ぼ
り
ま
す
が
、
今
般
、
こ
の
機
構
債
が
、
国
際
的
に
権
威
あ
る
認

証
機
関
に
よ
る
【
本※
１

邦
初
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ボ
ン
ド
認
証
】
を
取

得
し
ま
し
た
。

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ボ
ン
ド
と
は
、
グ
リ
ー
ン
性
（
地
球
環
境
へ
の

負
荷
低
減
）
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
性
（
必
要
不
可
欠
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
）
の
両
方
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
認
証
は
世
界
ト
ッ
プ

水
準
の
厳
格
な
審
査
を
ク
リ
ア
す
る
形
で
取
得
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
当
機
構
が
独
立
行
政
法
人
と
し
て
初
め
て
発
行
し
た
グ

リ
ー
ン
ボ
ン
ド
は
、
環
境
省
モ
デ
ル
第
１
号
と
し
て
選
定
さ
れ
、
国
内

債
券
市
場
か
ら
高
く
評※

２

価
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
今
回
の
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
認
証
は
、一
段
階
上
位
の
、よ
り
活
用
範
囲
が
広
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◎
今
回
は
鉄
道
建
設
部
門
だ
け
で
な
く
、
共
有
船
舶
建
造
部
門
も
対
象

に
加
え
て
い
る
こ
と

◎
前
回
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
が
神
奈
川
東
部
方
面
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
限

定
し
て
い
た
の
に
対
し
、特
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
限
定
さ
れ
な
い
、

包
括
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
証
で
あ
る
こ
と

◎
前
回
対
象
外
と
さ
れ
て
い
た
借
換
債
（
借
換
資
金
調
達
を
目
的
と
し

て
発
行
す
る
債
券
）
も
対
象
と
し
て
い
る
こ
と

　

最
近
は
、
国
連
が
定
め
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ※

３

Ｄ
Ｇ
Ｓ
）」

に
関
連
す
る
記
事
等
を
見
な
い
日
が
な
い
と
言
え
る
ほ
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
へ

の
世
界
的
な
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
金
融
分
野
で
も
、
国
連
が
提

唱
し
た
Ｐ
Ｒ
Ｉ
（
責
任
投
資
原
則
）
へ
の
有
力
機
関
投
資
家
の
署
名
拡

大
な
ど
、
投
資
家
側
も
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る

企
業
へ
の
投
資
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
）
が
加
速
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
低
炭
素
化
社
会
の
実
現
や
社
会
貢
献
へ
の
取
り
組
み

が
、
世
界
的
な
潮
流
と
な
っ
て
い
る
環
境
下
、
今
回
の
認
証
取
得
は
、

当
機
構
の
財
務
上
の
メ
リ
ッ
ト
（
資
金
調
達
基
盤
の
安
定
化
や
低
コ
ス

ト
化
）
に
加
え
、
海
外
も
含
め
た
《
鉄
道
・
運
輸
機
構
の
レ
ピ
ュ
テ
ー

シ
ョ
ン
向
上
》
と
い
う
点
で
も
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
認
証
に
よ
っ
て
、
31
年
度
以
降
は
、
毎
年
4
回
起
債
す
る
全
て

の
機
構
債
を
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ボ
ン
ド
と
し
て
発
行
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
が
、
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等
の
社
会
貢
献
だ
け
で
な
く
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減

な
ど
の
環
境
活
動
に
お
い
て
も
、
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
事
業
体
で
あ
る
こ
と
を
今
ま
で
以
上
に
、
世
の
中
に
広
く

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
機
構
の
環
境
基
本
方
針
に
は
「
地
球
環
境
の
保
全
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
豊
か
で
美
し
い
自
然
環
境
と
調
和
し
た
未
来
の
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
当
機
構
が
、
国
内
債
券
市
場
で
初
め
て
、
世
界
有
数
の
国
際

認
証
機
関
に
認
め
ら
れ
た
誇
り
と
責
任
を
持
っ
て
、
役
職
員
全
員
が
こ

の
方
針
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※1　代表的な評価機関であるＤＮＶGL（本社：オスロ）による複数の国際基準
との整合性の検証に加え、厳格な基準を設けるＣＢＩ（本部：ロンドン）か
らの認証（プログラム認証）を国内で初めて取得しました。

※2　日本の資本市場の活動を報道する代表的なメディア「キャピタル・アイ社」
の《BEST DEALS OF 2017（財投機関債部門）》受賞など。

※3　2015年 9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030
アジェンダ」にて記載された2016年から2030年までの国際目標（持続可
能な世界を実現するための17のゴール・169のターゲットから構成）。
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平成31年度

平成 31年度に当機構が行う 5部門――
鉄道建設、鉄道助成、船舶共有建造、地域公共交通出資、国鉄清算事業にわたる

事業概要を紹介します。

　

平
成
31
年
度
の
鉄
道
建
設
業
務
は
、
鉄
道

建
設
事
業
、
貸
付
鉄
道
施
設
改
修
事
業
、
受

託
事
業
、
国
際
業
務
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

●
新
幹
線

　

現
在
建
設
中
の
整
備
新
幹
線
は
北
海
道

新
幹
線
（
新
函
館
北
斗
・
札
幌
間
）、
北
陸

新
幹
線（
金
沢・敦
賀
間
）、九
州
新
幹
線（
武

事 業 概 要
特集

北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）

渡島トンネルの掘削状況 

九頭竜川橋りょうの施工状況 

北陸新幹線（金沢・敦賀間）

北陸新幹線（金沢・敦賀間）

加賀トンネルの掘削状況 

北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）

後志トンネルの施工状況 

　

鉄
道
建
設　
■
事
業
監
理
部

(1)   

鉄
道
建
設
事
業

札幌

新函館北斗

新青森
八戸

東京

新潟

長野金沢
福井
敦賀

新大阪
山陽新幹線

東海道新幹線

博多

新八代

武雄温泉

長崎 諫
早

鹿児島中央

上
越
新
幹
線

東
北
新
幹
線

北海道新幹線

北陸新幹線

青
函
ト
ン
ネ
ル

九州新幹線

→

工事線
建設事業

貸付鉄道施設改修事業

開業線

凡例

雄
温
泉
・
長
崎
間
）
の
3
線

3
区
間
、
約
４
０
３
㎞
（
線
路
延
長
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
線
区
の
平
成
31
年
度

の
事
業
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

北
海
道
新
幹
線（
新
函
館
北
斗・札
幌
間
）

は
、
渡お

島し
ま
ト
ン
ネ
ル
、
後し
り
べ
し志
ト
ン
ネ
ル
お
よ

び
札さ

っ
そ
ん樽
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
土
木
工
事
を
進
め

ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
（
金
沢
・
敦
賀
間
）
は
、

加
賀
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
、
九く

頭ず
り
ゅ
う
が
わ

竜
川
橋
り
ょ
う
な
ど
の
橋
り
ょ
う
・
高
架
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整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
は
、
開
業
に
向
け

て
相
鉄
線
内
改
修
工
事
、
横
浜
羽
沢
駅
構

内
工
事
お
よ
び
西
谷
・
羽
沢
横
浜
国
大
駅

間
の
開
業
設
備
工
事
（
軌
道
・
機
械
・
建
築
・

電
気
）
お
よ
び
電
気
諸
試
験
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

　

相
鉄
・
東
急
直
通
線
は
、
羽
沢
ト
ン
ネ

ル
工
事
、
新
横
浜
駅
（
仮
称
）
工
事
、
新

横
浜
ト
ン
ネ
ル
工
事
、
新
綱
島
駅
（
仮
称
）

工
事
、
綱
島
ト
ン
ネ
ル
工
事
お
よ
び
東
急
東

横
線
改
築
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

青
函
ト
ン
ネ
ル
は
、
当
機
構
が
財
産
を

特集　平成 31年度　事 業 概 要

九州新幹線（武雄温泉・長崎間）

スラブ敷設状況

九州新幹線（武雄温泉・長崎間）

長崎駅高架橋の施工状況

相鉄・JR 直通線

羽沢横浜国大駅 施工状況

相鉄・東急直通線

新綱島駅（仮称） 施工状況

九州新幹線（武雄温泉・長崎間）

久山トンネルの施工状況 

橋
工
事
な
ど
の
土
木
工
事
を
全
線
に
わ
た
っ

て
進
め
る
と
と
も
に
、
軌
道
・
電
気
・
建
築

な
ど
開
業
設
備
の
発
注
と
工
事
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

九
州
新
幹
線
（
武
雄
温
泉・長
崎
間
）
は
、

久く

山や
ま
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
、
長

崎
駅
高
架
橋
な
ど
の
高
架
橋
・
橋
り
ょ
う

工
事
な
ど
、土
木
工
事
を
進
め
る
と
と
も
に
、

軌
道
・
電
気
・
建
築
な
ど
開
業
設
備
工
事

を
全
線
に
わ
た
っ
て
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森
・
新
函

館
北
斗
間
）
は
平
成
28
年
3
月
に
開
業
し
ま

し
た
。
平
成
31
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
共
用
区
間
の
高
速
化
対
応
工
事
お
よ
び

環
境
対
策
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

整
備
新
幹
線
建
設
推
進
高
度
化
等
事
業

は
、
コ
ス
ト
縮
減
な
ど
を
図
る
た
め
の
経

済
的
な
施
工
法
の
調
査
、
新
幹
線
と
貨
物

列
車
が
共
用
走
行
す
る
青
函
ト
ン
ネ
ル
で

新
幹
線
を
高
速
走
行
さ
せ
る
た
め
の
技
術

的
検
討
（
貨
物
列
車
走
行
調
査
）、
北
陸
新

幹
線
敦
賀
・
新
大
阪
間
の
環
境
影
響
評
価
、

設
計
施
工
法
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

●
都
市
鉄
道
利
便
増
進
事
業

　

神
奈
川
東
部
方
面
線
は
、
相
鉄
本
線
西

谷
駅
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
貨
物
線
横
浜
羽

沢
駅
付
近
に
設
置
す
る
羽
沢
横
浜
国
大
駅

で
Ｊ
Ｒ
東
海
道
貨
物
線
へ
乗
り
入
れ
る
相

鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
と
、
羽
沢
横
浜
国
大
駅

か
ら
東
急
東
横
線
・
目
黒
線
日
吉
駅
で
東

急
線
へ
接
続
す
る
相
鉄
・
東
急
直
通
線
を

(2) 

貸
付
鉄
道
施
設
改
修
事
業

保
有
し
て
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
貸
し
付
け
て
い
る

鉄
道
施
設
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
同
ト

ン
ネ
ル
の
機
能
保
全
を
図
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
平
成
11
年
度
か
ら
防
災
設
備
等
の
改

修
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
31
年

度
は
火
災
検
知
施
設
、
先
進
導
坑
の
覆
工
、

電
力
施
設
、
列
車
制
御
施
設
お
よ
び
変
電

所
施
設
な
ど
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
鉄
道
事
業
者
等
か
ら
受
託
し
て

い
る
事
業
と
し
て
、
中
央
新
幹
線
工
事
お
よ

び
南
阿
蘇
鉄
道
の
災
害
復
旧
支
援
を
実
施

し
ま
す
。

　

中
央
新
幹
線
工
事
は
、
構
造
物
の
詳
細

(3) 

受
託
事
業
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中央新幹線

長野

富山

静岡

名古屋

上越新幹線

東
北
新
幹
線

■ 都市鉄道利便増進事業■ 受託事業 (中央新幹線 )

■ 受託事業（南阿蘇鉄道復旧支援受託業務）

海老名 大和

長津田

二俣川
横浜

大崎

東京

元町・中華街

町田 日吉

新百合ヶ丘

あざみ野

東

小
田
原
線

海道新幹線

相 鉄 線

神奈川東部方面線

設
計
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
立
坑
工
事
お

よ
び
山
岳
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
用
地
業
務
に
つ
い
て
は
用
地
取
得
の

支
援
業
務
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

南
阿
蘇
鉄
道
の
災
害
復
旧
支
援
は
、
被

災
し
た
第
一
白
川
橋
り
ょ
う
の
設
計
方
針
、

設
計
条
件
、
設
計
成
果
お
よ
び
施
工
計
画

に
対
す
る
照
査
を
実
施
し
ま
す
。

① 

海
外
の
高
速
鉄
道
に
関
す
る
業
務

　

平
成
30
年
8
月
31
日
に
施
行
さ
れ
た「
海

外
社
会
資
本
事
業
へ
の
我
が
国
事
業
者
の

参
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

「
新
幹
線
鉄
道
の
技
術
が
活
用
さ
れ
、
又
は

活
用
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
海
外
の

高
速
鉄
道
に
関
す
る
調
査
、
測
量
、
設
計
、

工
事
管
理
、
試
験
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
」

等
が
鉄
道
・
運
輸
機
構
の
行
う
業
務
と
し

て
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
は
、
本
線
工
事
が
始
ま
る

イ
ン
ド
高
速
鉄
道
に
関
し
、
我
が
国
企
業

へ
設
計
お
よ
び
施
工
監
理
を
目
的
と
し
た

人
的
支
援
や
技
術
的
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
海
外
高
速
鉄
道
に
関
す
る

調
査
・
測
量
・
設
計
業
務
等
に
つ
い
て
も
受

注
を
目
指
し
ま
す
。

平成31年度　建設線等路線図（都市鉄道利便増進事業、受託事業）

 

(4) 

国
際
業
務

第一白川橋りょう（被災前） 

南阿蘇鉄道

熊本

豊肥本線

九州新幹線

南阿蘇鉄道

熊 

本 

県

第一白川橋りょう

南阿蘇鉄道復旧支援受託業務

都市鉄道利便増進事業
受 託 事 業  

工 事 線  
 受託区間・箇所

凡　例
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 　Ⅰ．鉄道建設事業

 　Ⅱ．貸付鉄道施設改修事業

 　Ⅲ．海外高速鉄道業務

1．新幹線
線　名 区　 間 線路延長（ｋｍ） 金額（億円） 営業主体

北 海 道 新 幹 線 新青森・新函館北斗間 149    80 北 海 道 旅 客 鉄 道 ㈱

北 海 道 新 幹 線 新 函 館 北 斗 ・ 札 幌 間 212    487 北 海 道 旅 客 鉄 道 ㈱

北 陸 新 幹 線 金 沢 ・ 敦 賀 間 125 2,638 西 日 本 旅 客 鉄 道 ㈱

九 州 新 幹 線 武 雄 温 泉 ・ 長 崎 間 　66    758 九 州 旅 客 鉄 道 ㈱

小 計 3 線 　 4 区 間 552 3,963

　整備新幹線建設推進高度化等事業 　　16

合　　　　　　計 3,979

２．都市鉄道利便増進事業
線　名 区　 間 線路延長（ｋｍ） 金額（億円） 営業主体

神奈川東部方面線 392

相 鉄・ＪＲ直 通 線 西谷・横浜羽沢付近間 3 相 模 鉄 道 ㈱

相鉄・東急直通線 横浜羽沢付近・日吉間 10 相 模 鉄 道 ㈱　　　　　　　　
東 京 急 行 電 鉄 ㈱

線　　　名 金額（億円）

青 函トンネルの機 能 保 全に係る防 災事 業 鉄道防災事業費
19.82 の内数

　　

線　　　名 金額（億円）

海 外 高 速 鉄 道 業 務 32

海外研修受け入れ状況（平成30 年 8 月）

特集　平成 31年度　事 業 概 要

② 

海
外
技
術
協
力

　

当
機
構
は
こ
れ
ま
で
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
や

上
越
・
北
陸
・
東
北
・
九
州
・
北
海
道
新
幹
線
、

さ
ら
に
都
市
鉄
道
等
の
建
設
工
事
で
培
っ
た

総
合
的
な
技
術
力
と
経
験
を
生
か
し
、
国

等
が
進
め
る
鉄
道
技
術
の
海
外
展
開
に
協

力
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
等
の
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
職
員
を
専
門
家

と
し
て
海
外
に
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

外
国
人
技
術
者
の
研
修
を
受
け
入
れ
る
等
、

積
極
的
に
技
術
協
力
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

31
年
度
も
継
続
し
て
、
職
員
の
専
門
家
派

遣
、
外
国
人
研
修
員
受
入
等
の
技
術
協
力

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

注 1  平成 31年度の概算決定額を記載しています。
注 2  単位未満四捨五入のため、合計は必ずしも一致
       しません。
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鉄
道
助
成　
■
鉄
道
助
成
部

　

鉄
道
助
成
部
で
は
、
主
な
業
務
と
し
て

国
か
ら
の
補
助
金
を
活
用
し
た
鉄
道
施
設

の
整
備
な
ど
に
対
す
る
助
成
を
行
う
と
と

も
に
、
中
央
新
幹
線
の
建
設
主
体
に
対
し
、

そ
の
建
設
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金

の
一
部
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
収
入
支
出
予
算
に
つ
い

て
は
、
収
入
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど

１
０
３
０
億
円
、
新
幹
線
譲
渡
収
入
７
２

４
億
円
、
そ
の
他
５
２
９
億
円
で
、
計
２

■ 平成31年度 鉄道助成業務関係予算   （単位：百万円）

２
８
３
億
円
、
一
方
、
支
出
は
、
鉄
道
施

設
の
整
備
な
ど
に
対
す
る
助
成
１
１
９
３

億
円
、
借
入
金
の
償
還
・
利
子
な
ど
１
０

８
５
億
円
、
そ
の
他
5
億
円
で
、
計
２
２

８
３
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
助
事
業
が
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

か
を
確
認
し
な
が
ら
、
補
助
金
に
係
る
各

種
手
続
き
を
進
め
、
鉄
道
事
業
者
等
に
補

助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

① 

整
備
新
幹
線
建
設
助
成
業
務

　

整
備
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
新

幹
線
（
新
函
館
北
斗
・
札
幌
間
）、
北
陸
新

幹
線
（
金
沢・敦
賀
間
）、九
州
新
幹
線
（
武

雄
温
泉
・
長
崎
間
）
の
整
備
を
進
め
て
い

る
建
設
勘
定
に
対
し
て
補
助
金
を
繰
り
入

れ
ま
す
。

② 

主
要
幹
線
鉄
道
等
整
備
助
成
業
務

　

主
要
幹
線
鉄
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
法
の
「
形

成
計
画
」
に
基
づ
く
利
便
性
向
上
な
ど
に

資
す
る
施
設
整
備
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

レ
ー
ル
化
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

③ 

都
市
鉄
道
整
備
助
成
業
務

　

都
市
鉄
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
都

市
圏
に
お
け
る
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
改

善
を
図
る
た
め
、
地
下
鉄
の
建
設
改
良
や

連
絡
線
の
整
備
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
地
方
自
治
体
、
鉄
道
事
業
者
、
地

方
運
輸
局
等
か
ら
成
る
協
議
会
で
策
定
さ

れ
た
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
駅
改
良
と
併

せ
て
行
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
お
よ
び
駅

空
間
高
度
化
機
能
施
設
の
整
備
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

④ 

鉄
道
技
術
開
発
推
進
助
成
業
務

  

鉄
道
技
術
開
発
を
促
進
し
、
技
術
水
準

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
鉄

道
分
野
に
関
す
る
技
術
開
発
を
実
施
す
る

能
力
を
有
す
る
法
人
が
行
う
技
術
開
発
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
環
境
に

優
し
い
鉄
道
、
安
全
で
安
定
し
た
鉄
道
を

構
築
す
る
た
め
の
技
術
開
発
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

⑤ 

安
全
・
防
災
対
策
助
成
業
務

　

鉄
道
事
業
の
安
全
・
防
災
対
策
な
ど
を

推
進
す
る
た
め
、
鉄
道
施
設
に
係
る
防
災

事
業
や「
踏
切
道
改
良
促
進
法
」に
基
づ
き
、

改
良
す
べ
き
踏
切
道
と
し
て
指
定
さ
れ
た
、

踏
切
保
安
設
備
の
整
備
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　　
Ｊ
Ｒ
本
州
3
社
か
ら
の
新
幹
線
譲
渡
収

入
を
財
源
と
し
て
、
国
鉄
年
金
な
ど
の
給

付
の
た
め
特
例
業
務
勘
定
へ
、
新
幹
線
鉄

道
整
備
資
金
の
た
め
建
設
勘
定
へ
の
繰
り

入
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。

　　

中
央
新
幹
線
建
設
資
金
を
貸
し
付
け
た

東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
財
務
状
況
等

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
債
権
の
保
全
お

よ
び
約
定
に
沿
っ
た
貸
付
利
息
の
回
収
を

行
い
ま
す
。

(1) 

鉄
道
施
設
の

    
整
備
な
ど
に
対
す
る
助
成

(3) 

中
央
新
幹
線
建
設
資
金
の

    

貸
し
付
け

(2) 

新
幹
線
譲
渡
収
入
に
伴
う

    

繰
り
入
れ

区 分
補助金名等 31年度予算額

１　整備新幹線建設助成業務 97,053 

整備新幹線整備事業費補助 79,192 

整備新幹線整備事業費資金 16,300 

整備新幹線建設推進高度化等事業費補助金 1,561 

２　主要幹線鉄道等整備助成業務 434 

幹線鉄道等活性化事業費補助（形成計画） 434 

３　都市鉄道整備助成業務 20,206 

都市鉄道利便増進事業費補助 11,568 

都市鉄道整備事業費補助 6,042 

幹線鉄道等活性化事業費補助（旅客線化） 91 

鉄道駅総合改善事業費補助 2,453 

譲渡線建設費等利子補給金 52 

４　鉄道技術開発推進助成業務 152 

鉄道技術開発費補助金 152 

５　安全・防災対策助成業務 1,460

鉄道防災事業費補助 1,259

鉄道施設総合安全対策事業費補助（踏切） 201

合　　　計 119,305

（注） 単位未満四捨五入のため、合計は必ずしも一致しません。
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特集　平成 31年度　事 業 概 要

　

船
舶
共
有
建
造
■
共
有
船
舶
企
画
管
理
部

■
共
有
船
舶
建
造
支
援
部

　

機
構
で
は
国
内
唯
一
の
船
舶
共
有
建
造

方
式
に
よ
り
、
民
間
の
金
融
機
関
の
み
で

は
調
達
が
困
難
な
低
利
か
つ
長
期
資
金

の
供
給
と
い
っ
た
資
金
面
で
の
支
援
に
加

え
、
技
術
面
で
の
支
援
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
内
海
運
事
業
者
へ
船
舶
整

備
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
国
内
海
運
事
業
者
の
99
％
を
占

め
る
中
小
事
業
者
、
離
島
住
民
の
方
々
の

足
と
な
る
離
島
航
路
事
業
者
は
、
単
な
る

資
金
供
給
だ
け
で
な
く
、
担
保
不
足
・
技

術
不
足
の
両
面
を
補
う
支
援
を
必
要
と
し

て
お
り
、
資
金
お
よ
び
技
術
の
両
面
で
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
点

が
特
長
で
あ
り
、
他
の
金
融
機
関
と
は
大

き
く
異
な
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
事
業
計
画
（
契
約
ベ
ー

ス
）
は
、
3
１
7
億
円
（
う
ち
貨
物
船
１

７
４
億
円
、
旅
客
船
１
４
３
億
円
）
で
あ

り
、
物
流
効
率
化
、
離
島
航
路
整
備
や
観

光
立
国
推
進
、
環
境
対
策
等
の
国
内
海
運

政
策
の
実
現
に
寄
与
す
る
船
舶
の
共
有
建

造
を
推
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
国
内
海
運
政
策
の
実
現

に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
、
深
刻
な
船
員
不

足
に
対
応
す
る
た
め
、
船
員
の
労
働
負
担
の

軽
減
や
居
住
空
間
の
改
善
を
図
る
労
働
環

境
改
善
船
、
グ
リ
ー
ン
化
に
資
す
る
船
舶
、

地
域
振
興
に
資
す
る
船
舶
、
物
流
効
率
化

に
資
す
る
船
舶
、
船
員
雇
用
対
策
に
資
す

る
船
舶
、
事
業
基
盤
強
化
に
資
す
る
船
舶

に
対
す
る
金
利
軽
減
措
置
を
講
じ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
対
応
し
た

国
内
ク
ル
ー
ズ
船
を
共
有
建
造
対
象
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
よ
り
、
新
た
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ

燃
料
船
に
対
し
て
も
金
利
軽
減
措
置
を
行

う
と
と
も
に
、
２
０
２
０
年
１
月
か
ら
始
ま

る
Ｓ※

１

Ｏ
ｘ
規
制
強
化
へ
の
対
応
の
た
め
、
ス

ク
ラ
バ
ー
を
設
置
す
る
既
存
の
共
有
船
舶

に
対
し
て
も
金
利
を
軽
減
す
る
措
置
を
講

じ
る
こ
と
に
よ
り
、
海
事
政
策
の
推
進
、
海

運
業
界
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
技
術
支
援

　

共
有
建
造
を
行
お
う
と
す
る
国
内
海
運

事
業
者
に
対
し
、
豊
富
な
建
造
実
績
（
貨

●
平
成
31
年
度
事
業
の
概
要

　平成31年1月23日、香川県丸亀市の興亜産業株式会社

において、有限会社寿シッピングとの共有貨物船「孝
こうおうまる

凰丸」

が竣工しました。

　内航船における船内の労働環境改善を促進するため、機構

では平成30年度から「労働環境改善船」の制度を創設しま

した。

　本船は、同制度を適用した船舶として初の竣工となります。

　居住区の騒音や振動を抑えるとともに、各部屋に独立した

空調機能や船内LAN・Wi-Fi 等を備えています。

　平成31年1月11日、広島県尾道市のツネイシクラフト

＆ファシリティーズ株式会社において、網地島ライン株式会

社との共有旅客船「シーキャット」が竣工しました。

　本船は、総トン数109 トン、旅客定員220名の高速旅客

船で、石巻～田代島～網地島～鮎川を結ぶ航路に就航し、

地域住民や観光客の移動や物流を支えています。
離島
航路姫

船舶王子
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Ｏ
2
化
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
機
構
の
共
有
建
造
制
度
の
維
持
・

充
実
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
課
題
に
対
し
て
、
機
構

で
は
次
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
技
術
支
援
の
概
況
と
今
後
の
取
り
組
み

【
労
働
環
境
改
善
船
】

　

機
構
で
は
、
平
成
30
年
度
に
労
働
環
境

改
善
船
の
政
策
要
件
を
導
入
し
、
労
働
環

境
改
善
船
の
建
造
を
希
望
す
る
事
業
者
に

対
し
て
コ
ス
ト
分
析
を
含
め
た
技
術
的
な

助
言
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
1
月
に

は
、
労
働
環
境
改
善
船
の
第
一
船
が
竣
工

し
ま
し
た
。

【
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船
の
普
及
促
進
】

　

近
年
、
大
幅
な
省
エ
ネ
化
が
達
成
可
能

で
あ
り
、
ま
た
Ｓ
Ｏ
ｘ
規
制
強
化
へ
の
対

応
が
可
能
な
燃
料
と
し
て
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

機
構
で
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
燃
料
と
す
る
船

舶
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船
）
に
対
し
て
も
技
術

支
援
を
行
い
、
そ
の
普
及
促
進
を
図
り
ま

す
。

【
Ｓ
Ｏ
ｘ
規
制
強
化
へ
の
対
応
】

　

規
制
適
合
油
へ
の
転
換
を
行
う
際
、
共

有
船
舶
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
機
関
や
燃
料

供
給
シ
ス
テ
ム
が
対
応
可
能
か
ど
う
か
、

個
船
ご
と
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
1
万
ト
ン
級
旅
客
船
を
対
象
と

物
船
・
旅
客
船
合
計
約
４
０
０
０
隻
）
と

技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
、
さ
ら
に
調
査
研
究
な
ど

を
通
じ
て
入
手
し
た
情
報
な
ど
を
も
と
に
、

設
計
か
ら
竣
工
に
至
る
ま
で
の
各
段
階
に

お
い
て
技
術
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
竣
工
後
も
、
共
有
期
間
中
は
機
構
の

技
術
者
が
保
守
整
備
の
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
保
証
ド
ッ
ク
、
ト
ラ
ブ
ル
対
応
等

に
つ
い
て
技
術
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
近
年
で
は
、
離
島
航
路
に
就
航
す

る
船
舶
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
一
方
、

地
方
自
治
体
を
含
む
離
島
航
路
事
業
者
に

は
、
建
造
計
画
策
定
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
乏

し
い
た
め
、
円
滑
な
代
替
建
造
が
進
ん
で

い
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
基
本
仕
様
の
策
定
等
、
計
画
段
階

か
ら
の
技
術
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
技
術
支
援
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
国
交
省「
内
航
未
来
創
造
プ
ラ
ン
」等

　

社
会
の
要
請
に
対
応
す
る

　

新
た
な
取
り
組
み

　

平
成
29
年
6
月
に
、
今
後
の
内
航
海
運

の
あ
り
方
を
示
す
「
内
航
未
来
創
造
プ
ラ

ン
」
が
国
土
交
通
省
に
よ
り
と
り
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

同
プ
ラ
ン
で
は
、
船
員
の
働
き
方
改
革
、

先※
２

進
船
舶
の
開
発
・
普
及
、
Ｓ
Ｏ
ｘ
規
制

強
化
へ
の
対
応
、
船
舶
の
省
エ
ネ
・
省
Ｃ

サイレンサー スクラバー

増設海水配管

増設海水ポンプ主機関
排エコ

搭載前 搭載後

1万トン級旅客船を対象とした SOx規制強化に対応するための
排ガス清浄装置（スクラバー）設置の試設計に関する調査

（2018年度実施）

ファンネル形状の変更および貨客区画の消滅なしで搭載可能なことを確認

※ 1　SOx規制強化：2020年１月より強化される船舶の燃料に含まれる硫黄分の濃度規制。
※ 2　先進船舶：船舶・舶用機器のインターネット化（IoT）・ビッグデータを活用した安全性・効率性の高い
　　　船舶「IoT 活用船」や LNG（液化天然ガス）等の環境に優しい代替燃料に対応した「代替燃料船」等。

し
て
、
Ｓ
Ｏ
ｘ
規
制
強
化
に
対
応
す
る
た

め
の
排
ガ
ス
清
浄
装
置
（
ス
ク
ラ
バ
ー
）

設
置
の
試
設
計
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
、

ス
ク
ラ
バ
ー
搭
載
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
や

工
期
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
Ｓ
Ｏ
ｘ
規
制
強
化
開
始
に
備

え
、
共
有
事
業
者
を
対
象
と
し
た
専
用
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
的
確
か
つ
、
き
め

細
か
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
技
術
調
査
の
実
施
】

　

今
年
度
は
、
Ｓ
Ｏ
ｘ
規
制
強
化
へ
の
対

応
等
の
環
境
汚
染
の
防
止
、
さ
ら
な
る
省

エ
ネ
の
追
求
、
新
技
術
の
活
用
に
よ
る
船

員
の
労
務
負
担
軽
減
な
ど
の
政
策
課
題
に

対
応
し
た
技
術
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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地
域
公
共
交
通
出
資
業
務　
■
企
画
部

　

機
構
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
向
上
、

路
線
再
編
等
に
よ
り
持
続
可
能
な
地
域
公

共
交
通
網
の
形
成
が
推
進
さ
れ
、
地
域
全

体
の
価
値
向
上
に
貢
献
す
る
も
の
と
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業
に
対
し
て
出
資

等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

機
構
の
出
資
等
に
よ
り
、
事
業
を
進
め

る
た
め
に
必
要
と
な
る
初
期
投
資
に
つ
い

て
、
柔
軟
な
資
金
調
達
が
可
能
と
な
る
と

と
も
に
、
地
元
企
業
、
金
融
機
関
等
か
ら

の
民
間
資
金
を
呼
び
込
む
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。　

●
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る

　

事
業

　

出
資
等
の
対
象
は
、
国
土
交
通
大
臣
の

認
定
を
受
け
た
軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計

画
等
に
定
め
ら
れ
て
い
る
内
容
と
整
合
す

る
事
業
で
、

① 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ

    

ム
）・
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ

    

ム
）の
整
備
・
運
行

② 

上
下
分
離
に
よ
る
地
域
鉄
道
の
再
生

③ 
バ
ス
路
線
網
の
再
編

④ 
こ
れ
ら
と
一
体
と
な
っ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド  

    

や
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム
の
導
入

等
を
実
施
す
る
も
の
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
資
等
を
受
け
る
た
め
に
は
当

該
事
業
が
以
下
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で

あ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
要
件

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
（
自
治
体
が
作
成
）

軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
等
（
事
業
者
等
が
作
成
）

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
（
自
治
体
が
作
成
）

交通
事業者

民間
企業

金融
機関

等

認　定

鉄道・運輸機構

国

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

運
営
支
援

出

　資

出

　資

配

　当

配

　当

出資 /融資

配当 /返済

地域公共交通ネットワ
ークの再構築を図る事
業を行う新たな会社
（株式会社）

を
満
た
し
て
い
る
か
を
審
査
し
、
出
資
等

の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

●
新
会
社
の
設
立

・
実
施
主
体
は
、
対
象
事
業
の
運
営
を
行

う
株
式
会
社
で
あ
っ
て
、
同
事
業
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と

●
民
業
補
完

・
機
構
と
協
調
し
て
、
民
間
事
業
者
か
ら
対

象
事
業
に
対
す
る
出
資
が
行
わ
れ
る
こ
と

・
三
大
都
市
圏
の
都
心
部
お
よ
び
こ
れ
に
類

す
る
地
域
で
は
、
機
構
が
単
独
で
最
大
出

資
者
と
な
ら
ず
、
こ
れ
以
外
で
は
機
構
の

出
資
額
が
民
間
出
資
額
を
超
え
な
い
こ

と
等

●
収
益
性
の
確
保

・
実
施
主
体
は
、
対
象
事
業
を
効
率
的
・
効

果
的
か
つ
確
実
に
事
業
を
実
施
す
る
経
営

体
制
を
確
保
す
る
等
、
適
切
な
経
営
責
任

を
果
た
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

・
対
象
事
業
は
客
観
的
な
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ

ジ
ェ
ン
ス
に
よ
り
、
中
長
期
的
な
収
益
が

見
込
ま
れ
る
こ
と

・
対
象
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
お
お
む

ね
10
年
後
を
ひ
と
つ
の
目
安
と
し
て
、
機

構
が
出
資
し
た
資
金
の
回
収
が
可
能
と

認
め
ら
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と

特集　平成 31年度　事 業 概 要

■ 出資制度の基本スキーム
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国
鉄
清
算
事
業
関
係
は
、
旧
国
鉄
職
員

の
年
金
の
給
付
に
要
す
る
費
用
等
の
支
払

い
お
よ
び
そ
の
支
払
い
に
充
て
る
た
め
の

資
産
処
分
等
を
行
う
と
と
も
に
、
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
等
の
経
営
自
立
の
た
め
の
措

置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
業
務
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

① 

旧
国
鉄
職
員
の
年
金
の
給
付
に
要
す
る

    

費
用
等
の
支
払
い

　

旧
国
鉄
職
員
の
恩
給
お
よ
び
年
金
の
給

付
に
要
す
る
費
用
、
旧
国
鉄
時
代
に
発
生

し
た
業
務
災
害
に
係
る
業
務
災
害
補
償
費

等
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
資
金
管
理
を
行

い
つ
つ
、
円
滑
か
つ
確
実
に
支
払
い
を
実

施
し
ま
す
。

② 

北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
四
国
旅

    

客
鉄
道
株
式
会
社
お
よ
び
日
本
貨
物
鉄

    

道
株
式
会
社
の
株
式
処
分
の
検
討
等

　

北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
四
国
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
お
よ
び
日
本
貨
物
鉄
道

株
式
会
社（
以
下「
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
等
」

と
い
う
）
の
株
式
に
つ
い
て
は
、
国
等
の

関
係
者
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
各
社
の
今

後
の
経
営
状
況
の
推
移
等
を
見
極
め
な
が

ら
、
適
切
な
処
分
方
法
の
検
討
等
を
行
い

ま
す
。

① 

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
等
に
対
す
る
支
援

    

措
置
の
実
施

　

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
等
に
対
し
、
以
下

の
支
援
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

・
老
朽
化
し
た
鉄
道
施
設
等
の
更
新
そ
の

他
会
社
の
経
営
基
盤
の
強
化
に
必
要
な

鉄
道
施
設
等
の
整
備
に
必
要
な
資
金
に

充
て
る
た
め
の
無
利
子
の
資
金
の
貸
し

付
け
ま
た
は
助
成
金
の
交
付

・ 

北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
お
よ
び
四

国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
て
発
行

し
た
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援

機
構
特
別
債
券
に
つ
い
て
、
国
土
交
通

大
臣
が
定
め
る
利
率
に
基
づ
く
利
子
の

支
払
い

(1) 

年
金
費
用
等
の
支
払
い
お
よ
び

　

 

資
産
処
分
の
円
滑
な
実
施
等

　

国
鉄
清
算
事
業
■
国
鉄
清
算
事
業
管
理
部

■
経
営
自
立
推
進
・
財
務
部

■
共
済
業
務
室

(2) 
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
等
の

　

 
経
営
自
立
の
た
め
の
措
置
等

② 

並
行
在
来
線
の
支
援
の
た
め
の
措
置

　

並
行
在
来
線
の
支
援
の
た
め
の
貨
物
調

整
金
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
特

例
業
務
勘
定
に
係
る
業
務
の
運
営
に
支
障

の
な
い
範
囲
内
の
金
額
と
し
て
国
土
交
通

大
臣
の
承
認
を
受
け
た
金
額
に
つ
い
て
、

特
例
業
務
勘
定
か
ら
建
設
勘
定
へ
の
繰
り

入
れ
を
適
切
に
実
施
し
ま
す
。

収　　　入

注　その他収入は、資産運用収入等

注

土 地 売 却 収 入

ＪＲ株 式 売 却 収 入

東海道新幹線等をJRに譲渡
した債権収入の一部

そ の 他 収 入

支　　　出

注　その他収入は、資産運用収入等

旧 国 鉄 職 員 の 年 金 等 の 給 付

旧国鉄職員のアスベスト被害等の
業務災害補償の支払い

土地処分に伴う瑕疵担保補償費用等

ＪＲ北海道・四国・貨物会社の経営
自立のための支援措置等

■ 参考：国鉄清算事業の収支構造



平成31年度予算〔案〕（主な業務経費）

( 注 1)　金額は人件費、一般管理費を除いた予算額です。  
( 注 2)　単位未満の金額については四捨五入しています。  
( 注 3)　勘定間の繰り入れについては除いています。  
( 注 4)　30年度は当初計画予算額。31年度は概算決定時の計画予算額（案）を記載しています。

区　　　　分 31　年　度 30　年　度 増　減　額

新幹線建設費 
民鉄線建設費 
都市鉄道利便増進事業建設費 
整備新幹線建設推進高度化等事業費 
新線等調査費
海外業務費 

380,931
 ―

37,684 
1,307

―
3,349 

333,232 
2,200 
33,115 
2,145 
33
―

47,699 
△ 2,200 
4,569 
△ 838 
△ 33
3,349

1. 建設勘定 （単位：百万円）

区　　　　分 31　年　度 30　年　度 増　減　額

旅客船取得費 
貨物船取得費

12,371 
22,705 

5,500
16,308

6,871 
6,397 

3. 海事勘定

区　　　　分 31　年　度 30　年　度 増　減　額

産業投資出資金 
内航海運活性化事業貸付金 
内航海運老齢船処理事業貸付金 

― 
5,728 
302 

― 
14,178 
940 

―
△ 8,450 
△ 638 

4. 地域公共交通等勘定

2. 助成勘定
区　　　　分 31　年　度 30　年　度 増　減　額

主要幹線鉄道等整備事業助成費 
都市鉄道整備事業助成費 
鉄道技術開発推進事業助成費 
安全・防災対策事業助成費 

434 
8,586 
152
377　　　　　　　　

411 
7,685 
290 
351

23
901 

△ 138 
26 

区　　　　分 31　年　度 30　年　度 増　減　額

共済年金等負担金及業務災害補償費 
鉄道施設等整備支援事業貸付金 
鉄道施設等整備支援事業助成費 
用地対策費等  

74,271 
14,518 
14,518 
1,241 

88,546 
41,361 
18,162 
1,195 

△ 14,275
△ 26,844 
△ 3,644

47

5. 特例業務勘定
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武雄温泉街の近く、旧長崎街道沿いに位置する
武雄鉄道軌道建設所。平成 29年 12月 1日に
開所し、平成 30年 10 月から軌道スラブの敷
設を開始した

作業員が協力し合って、ロングレールを一斉
に軌間 3ｍに広げる。足元のオレンジ色の治
具で軌間を測る。右の下り線はすでに軌道ス
ラブとレールの敷設が完了している

平成 34年度の完成を目標に建設工事が進む、九州新幹線西九州ルート。
昭和初期以来、鉄道のないまちだった嬉野市で、いよいよレールの敷設が始まった。
列車が安全・快適に運行できるよう寸分の狂いも許されない、
軌道敷設工事の今をレポートする。

文・写真：栗原 景（フォトライター）

九州新幹線建設局  武雄鉄道軌道建設所

着々と進む
軌道スラブとレールの敷設
嬉野に87年ぶりの汽笛が響く

大村市

諫早市

長崎市

長与町

東彼杵町

波佐見町

嬉野市

武雄市 佐賀県
長崎県

川棚町

■武雄鉄道軌道建設所担当区間

▶▶九州新幹線西九州ルート
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▶▶九州新幹線西九州ルート

高架線上に搬入された軌道スラブは、仮軌道上の運搬
車（軌間 1,435mm）に 10枚ずつ積載して、スラブ敷
設車のもとへ運搬する

軌道スラブは、黒いCAモルタルの上に乗っている。ス
ラブとスラブの間には円筒形の突起コンクリートがあり、
これらが列車からの荷重を受け止める仕組みだ 

今寺軌道基地で、工場から運搬されてきた軌道スラブをク
レーンで高架線上に搬入する

軌間 3ｍのスラブ敷設車。中央に軌道スラブを積載し、設
置場所まで自走して所定の位置に降ろす

見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
進
む
軌
道
敷
設　

　

15
人
ほ
ど
の
作
業
員
が
高
架
線
上
に
整
然
と
並
び
、

一
斉
に
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
た
。
こ
こ
は
佐
賀
県
嬉
野
市

内
、
今
寺
軌
道
基
地
。

　
「
は
い
、
巻
き
！
」

　

２
０
０
ｍ
、
重
量
約
12
ｔ
の
ロ
ン
グ
レ
ー
ル
が
み
る

み
る
う
ち
に
持
ち
上
が
っ
た
。

　
「
し
っ
か
り
見
て
確
認
！ 

ハ
の
字
に
な
ら
な
い
よ
う

に
」

　

厳
し
い
声
が
飛
び
交
い
、
各
作
業
員
が
確
認
す
る
。

続
い
て
ハ
ン
ド
ル
を
押
す
と
、
長
い
レ
ー
ル
が
ス
ム
ー

ズ
に
軌
道
の
外
側
に
移
動
し
た
。
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
だ
。

　
「
仮
軌
道
の
軌
間
を
広
げ
る
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

解
説
す
る
の
は
、
武
雄
鉄
道
軌
道
建
設
所
の
板
屋

良
人
所
長
だ
。

　
「
軌
間
を
３
ｍ
に
広
げ
て
、
大
型
の
ス
ラ
ブ
敷
設
車

が
動
け
る
よ
う
に
す
る
の
で
す
」

　

軌
道
ス
ラ
ブ
と
は
、長
さ
５
ｍ（
一
部
４ｍ
）、幅
２・２ｍ
、

厚
さ
１
９
０㎜
の
コン
ク
リ
ー
ト
製
の
板
だ
。
レ
ー
ル
の
下

に
敷
か
れ
、
列
車
の
荷
重
を
受
け
止
め
る
ま
く
ら
ぎ
と

バ
ラ
ス
ト
の
役
割
を
果
た
す
。
従
来
の
砕
石
（
バ
ラ
ス
ト
）

に
比
べ
、
安
定
性
と
省
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
に
優
れ
て
お
り
、

昭
和
47
年
開
業
の
山
陽
新
幹
線
で
本
格
的
に
採
用
さ
れ

て
以
来
、
新
幹
線
の
主
流
と
なって
い
る
。

　
「
午
後
か
ら
は
、
ス
ラ
ブ
敷
設
車
を
動
か
し
て
、
軌

道
ス
ラ
ブ
を
路
盤
上
に
敷
設
し
て
い
き
ま
す
」

 

ミ
リ
単
位
の
精
度
が
求
め
ら
れ
る
軌
道
工
事

　

今
寺
軌
道
基
地
は
、
平
成
34
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
、
急
ピ
ッ
チ
で
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
九

州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
建
設
現
場
で
、
２
月
８

日
現
在
、
レ
ー
ル
や
軌
道
ス
ラ
ブ
の
敷
設
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
。
嬉
野
の
ま
ち
に
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
る
の
は
、

昭
和
６
年
に
肥
前
電
気
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
て
以
来
、

実
に
87
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。

　

武
雄
鉄
道
軌
道
建
設
所
は
、
武
雄
温
泉
・
長
崎
間

66
・
１
㎞
の
う
ち
、
武
雄
温
泉
駅
か
ら
新
大
村
（
仮
称
）

駅
の
手
前
ま
で
、
29
・
９
㎞
の
軌
道
敷
設
を
行
っ
て
い

る
。
軌
道
ス
ラ
ブ
は
佐
賀
県
吉
野
ヶ
里
町
の
工
場
で
生

産
さ
れ
、
現
在
１
日
約
40
枚
、
約
２
０
０
ｍ
分
ず
つ
敷

設
が
進
む
。

　
「
こ
の
辺
り
は
、
下
り
線
は
既
に
軌
道
ス
ラ
ブ
の
敷

設
を
行
い
ま
し
た
が
、
上
り
線
は
ま
だ
仮
軌
道
で
、
こ

れ
か
ら
敷
設
を
行
い
ま
す
」
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板
屋
所
長
は
長
崎
県
出
身
。
西
九
州
ル
ー
ト
の
ほ

か
佐
世
保
線
の
複
線
化
工
事
な
ど
を
担
当
し
て
き
た
。

平
成
30
年
４
月
か
ら
現
職
だ
。

　
「
軌
道
工
事
は
、
ミ
リ
単
位
の
精
度
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
新
幹
線
が
安
全
に
高
速
運
行
す
る
た
め
に
絶
対

必
要
な
も
の
で
す
の
で
、
精
度
に
は
特
に
留
意
し
て
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
」

　

上
り
線
の
軌
道
中
央
に
は
、
５
ｍ
間
隔
で
円
筒
状
の

突
起
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
並
ん
で
い
る
。
軌
道
ス
ラ
ブ
は
、

こ
の
突
起
と
突
起
の
間
に
は
め
込
む
よ
う
に
設
置
さ
れ

る
。
突
起
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
前
後
左
右
の
荷
重
を
受
け

止
め
、
軌
道
ス
ラ
ブ
の
下
に
注
入
さ
れ
た
Ｃ
Ａ
モ
ル
タ

ル
が
上
下
の
振
動
を
吸
収
す
る
仕
組
み
だ
。

　
「
西
九
州
ル
ー
ト
で
は
、
こ
の
突
起
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
埋
め
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
リ
ー

ダ
ー
で
読
み
取
る
と
、起
点
か
ら
の
距
離
や
カ
ン
ト（
曲

線
区
間
の
軌
道
の
傾
き
）、
ス
ラ
ブ
面
や
レ
ー
ル
上
面

ま
で
の
高
さ
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
参
照
で
き
ま
す
」

　

以
前
は
デ
ー
タ
を
記
入
し
た
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い

た
が
、
鳥
が
剥
が
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た
。
最
新
の
Ｉ
Ｔ
技
術
は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も

役
立
っ
て
い
る
。 土

木
工
事
が
完
了
し
た

ト
ン
ネ
ル
内
で
レ
ー
ル
を
溶
接

　

今
寺
か
ら
車
で
20
分
ほ
ど
移
動
し
、

約
10
㎞
南
西
の
東ひ
が
し
そ
の
ぎ

彼
杵
町
を
訪
れ
た
。

　
「
こ
こ
か
ら
の
眺
め
が
、
す
ば
ら
し

い
の
で
す
」

　

板
屋
所
長
が
案
内
し
て
く
れ
た
の

は
、
大
村
湾
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
の
展
望
広
場
。
九
州
新

幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
千
綿
川
橋
り
ょ
う
が
目
の
前

を
横
切
り
、
そ
の
向
こ
う
に
長
崎
自
動
車
道
と
大
村

湾
を
見
晴
ら
せ
る
。
開
業
後
は
、
抜
群
の
車
窓
風
景

を
楽
し
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
「
左
手
に
見
え
る
千
綿
ト
ン
ネ
ル
は
千
綿
川
軌
道
基

地
と
し
て
、
レ
ー
ル
の
１
次
溶
接
と
貯
積
（
一
時
保
管
）

を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

千
綿
ト
ン
ネ
ル
の
坑
口
に
来
る
と
、
レ
ー
ル
が
ず
ら

り
と
並
ん
で
い
た
。

　
「
今
朝
運
搬
し
て
き
た
25
ｍ
レ
ー
ル
で
す
。
こ
れ
を

ト
ン
ネ
ル
内
で
溶
接
し
、
２
０
０
ｍ
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
」

　

土
木
工
事
が
完
了
し
た
ト
ン
ネ
ル
内
に
は
、
溶
接
ラ

イ
ン
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

　
「
今
か
ら
溶
接
を
行
い
ま
す
」

広域農道である大村湾グリーンロードの展望台から眺める千綿川橋
りょう。遠くには長崎自動車道と大村湾を展望する 

高温の炎で 2本のレールを圧接する。建設現
場でも施工可能なシンプルな工法だが、規定
の強度を出すには高い技術が必要だ

熱と圧力によってつながり、真っ赤に膨らん
だレール

全長 1,632mの千綿トンネル内で行われているレールの 1次溶接。圧接後、レールがずれていないかを検査
している 

平成 30年 4月から現職の板屋
良人所長。故郷長崎への新幹線
を、土木と軌道の両面から支え
るプロフェッショナルだ 
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▶▶九州新幹線西九州ルート

　

溶
接
作
業
は
、
作
業
員
二
人
と
機
器
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
三
人
一
組
で
行
う
。
ま
ず
接
合
す
る
レ
ー
ル
の
端
面

を
研
削
し
、
錆さ
び

や
油
な
ど
の
付
着
物
を
除
去
し
て
突

き
合
わ
せ
時
に
隙
間
が
で
き
な
い
よ
う
調
整
す
る
。
続

い
て
ガ
ス
圧
接
機
を
レ
ー
ル
に
接
続
し
、
ア
セ
チ
レ
ン

ガ
ス
に
よ
る
炎
で
１
３
０
０
℃
前
後
ま
で
加
熱
す
る
と

同
時
に
、
双
方
か
ら
圧
力
を
加
え
る
。

　

赤
く
熱
さ
れ
た
レ
ー
ル
は
、
圧
力
に
よ
っ
て
接
合
し

膨
ら
む
。
レ
ー
ル
が
24
〜
25
㎜
短
く
な
り
、
そ
の
分
だ

け
接
合
部
が
膨
ら
ん
だ
と
こ
ろ
で
加
熱
・
加
圧
を
終
了

し
、
砥
石
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
で
膨
ら
み
を

削
る
。
専
用
の
測
定
器
や
ブ
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ト
で
段
差
や
傷
な
ど
の
有
無
を
検
査

し
て
完
成
だ
。
シ
ン
プ
ル
で
確
実
な
溶

接
方
法
だ
が
、
極
め
て
高
い
精
度
が
求

め
ら
れ
、
作
業
に
は
熟
練
が
必
要
だ
。

　

２
０
０
ｍ
に
溶
接
さ
れ
た
レ
ー
ル
は
、

ト
ン
ネ
ル
の
奥
に
貯
積
さ
れ
、
送
り
込

み
装
置
を
使
っ
て
敷
設
現
場
ま
で
延
ば

し
て
仮
軌
道
と
し
て
敷
設
さ
れ
る
。
軌

道
ス
ラ
ブ
の
敷
設
後
、
本
線
上
で
２
次

溶
接
が
行
わ
れ
て
約
１
㎞
の
長
さ
と
な

り
、
位
置
や
高
さ
を
ミ
リ
単
位
で
調
整

し
た
う
え
で
さ
ら
に
３
次
溶
接
が
行
わ

れ
る
。

　
「
最
終
的
に
は
、
武
雄
温
泉
駅
の
分

岐
か
ら
新
大
村
の
車
両
基
地
手
前
ま
で
、

約
30
㎞
が
１
本
の
レ
ー
ル
で
結
ば
れ
、

揺
れ
や
騒
音
の
少
な
い
快
適
な
乗
り
心

地
が
実
現
さ
れ
ま
す
」

16 種類の鉄筋から軌道スラブの骨組みを組み立てる。
マニュアルのほか、組立架台に溝が切ってあるので、
迷うことなく組み立てることができる

作業現場には女性作
業員の姿もある。力
よりもコツコツと丁
寧に取り組むことが
大事な作業だ。今は
鉄筋を結ぶワイヤー
を規定の位置に固定
しているところ

型枠にセットした鉄筋に門型クレーンから生コンクリー
トを流し込む。移動時に時代劇を思わせる警戒音が流
れる機械も。「控えおろう」ということか

　

板
屋
所
長
の
説
明
が
終
わ
る
と
、
ち
ょ
う
ど
午
前

の
作
業
が
終
了
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
の
奥
か
ら
、
作
業
員

た
ち
が
自
転
車
に
乗
っ
て
続
々
と
戻
っ
て
く
る
。
我
々

も
、
昼
食
に
し
よ
う
。
最
寄
り
駅
で
あ
る
大
村
線
千

綿
駅
は
、
大
村
湾
に
面
し
た
風
光
明め
い
び媚
な
無
人
駅
で
、

駅
舎
が
地
元
の
若
い
人
が
経
営
す
る
食
堂
に
な
っ
て
い

る
。
新
幹
線
が
開
業
す
れ
ば
、
こ
の
美
し
い
路
線
も
一

層
身
近
な
存
在
に
な
る
。

 

遺
跡
の
ま
ち
で
生
産
さ
れ
る
軌
道
ス
ラ
ブ

　

手
作
り
の
カ
レ
ー
と
大
村
湾
の
景
色
を
楽
し
ん
だ

後
は
、
北
へ
車
で
１
時
間
。
遺
跡
で
有
名
な
佐
賀
県
吉

野
ケ
里
町
に
あ
る
、
三
井
住
友
建
設
三
田
川
工
場
を

訪
れ
た
。
こ
こ
で
は
軌
道
ス
ラ
ブ
の
製
造
を
行
っ
て
い

る
。
最
初
に
行
う
の
が
、
鉄
筋
の
セ
ッ
ト
と
埋
込
部
品

の
取
り
付
け
だ
。
16
種
類
あ
る
鉄
筋
を
組
み
、
Ｉ
Ｃ
タ

グ
を
取
り
付
け
る
。
こ
の
日
の
作
業
員
は
12
人
。
女
性

の
作
業
員
も
い
て
、
手
際
よ
く
組
ん
で
い
く
。

　

隣
の
棟
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
を
行
っ
て
い

レールは 25mごとに圧接を繰り返しながらトンネルの奥に送られ、200ｍの長さとなって貯積さ
れる。作業場所が広範囲に及ぶのでトンネル内の移動は自転車が基本だ

砥石グラインダーで膨らんだレールを平らに
削る。この作業は荒削りから仕上げまで3段
階に分けて行われる（右）
最終的な傷の検査は、トンネル内の照明のな
い空間でブラックライトを当てて行う（左）
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嬉野温泉の南にある立岩展望台からは九州新幹線西九州ルートの嬉野温泉（仮称）駅付近を一望できる。写真は現場取材の翌日のもので、上り線への軌道スラブ
敷設が進んでいる

る
。
組
み
上
が
っ
た
鉄
筋
を
セ
ッ
ト
し
た
型
枠
に
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
み
、
振
動
を
与
え
て
気
泡
を
抜

く
。
型
枠
は
31
台
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
作
業
順
の
番
号

が
振
ら
れ
て
い
る
。
ラ
ン
ダ
ム
な
順
番
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
機
器
や
作
業
員
の
集
中
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
工

夫
だ
。
職
人
の
手
で
表
面
を
滑
ら
か
に
仕
上
げ
た
ら
、

カ
バ
ー
を
被
せ
て
下
か
ら
蒸
気
を
当
て
る
蒸
気
養
生

を
一
晩
行
い
、
翌
朝
型
枠
か
ら
外
し
て
検
査
と
仕
上
げ

を
実
施
。
さ
ら
に
水
槽
に
沈
め
て
、
３
日
間
湿
潤
養
生

を
行
う
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
固
ま

る
過
程
で
内
部
に
必
要
な
水
分
が
確
保
さ
れ
、
ク
ラ
ッ

ク
を
防
ぎ
最
適
な
強
度
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

湿
潤
養
生
が
終
わ
っ
た
軌
道
ス
ラ
ブ
は
縦
に
並
べ
て

ス
ト
ッ
ク
さ
れ
、
出
荷
が
近
づ
く
と
レ
ー
ル
の
締
結
装

置
を
取
り
付
け
る
タ
イ
プ
レ
ー
ト
を
設
置
す
る
。
作
業

場
に
４
枚
ほ
ど
の
軌
道
ス
ラ
ブ
が
並
べ
ら
れ
、
部
品
の

配
置
・
取
り
付
け
・
固
定
を
流
れ
作
業
で
行
っ
て
い
く
。

ク
レ
ー
ン
が
軌
道
ス
ラ
ブ
を
吊
り
上
げ
る
度
に
ホ
イ
ッ

ス
ル
が
鳴
り
、
作
業
の
手
を
止
め
て
待
避
す
る
。
軌
道

ス
ラ
ブ
の
重
さ
は
約
４
ｔ
。
吊
り
荷
の
下
に
は
絶
対
に

人
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
事
故
を
防
い
で
い
る
。

　
こ
う
し
て
生
産
さ
れ
る
軌
道
ス
ラ
ブ
は
、
１
日
40
枚

か
ら
48
枚
出
荷
さ
れ
、
最
初
に
訪
れ
た
今
寺
軌
道
基

地
な
ど
に
運
搬
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
約
３
６
０
０
枚

が
生
産
さ
れ
た
が
、
あ
と
約
１
年
か
け
て
最
終
的
に

１
万
２
０
０
０
枚
弱
、
距
離
に
し
て
30
㎞
分
を
生
産
す

る
。
今
が
ま
さ
に
正
念
場
だ
。

　
「
昨
年
、
今
寺
軌
道
基
地
で
レ
ー
ル
敷
設
の
発
進
式

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
時
合
図
と
し
て
汽
笛
を
鳴
ら
し

た
の
で
す
が
、
地
元
招
待
者
の
方
が
〝
こ
の
ま
ち
で
初

め
て
汽
笛
を
聞
い
た
〞
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
」

　

板
屋
所
長
が
言
っ
た
。

　
「
そ
う
い
う
地
域
に
、
新
幹
線
を
作
る
ん
だ
っ
て
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。
列
車
が
安
全
に
走
行
す

る
た
め
に
は
、
ボ
ル
ト
１
本
の
緩
み
も
許
さ
れ
ま
せ
ん

か
ら
、
細
部
ま
で
気
を
遣
い
な
が
ら
完
成
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
」

　

今
日
も
、
西
九
州
ル
ー
ト
で
は
１
日
40
枚
、
２
０
０

ｍ
ず
つ
軌
道
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
。
嬉
野
が
、
長
崎
や

佐
賀
の
ま
ち
と
レ
ー
ル
で
固
く
結
ば
れ
る
日
は
近
い
。

一晩の蒸気養生を終えた軌道スラブ。枠形にして
中央部をなくすことで経済性を向上させている

最後に 3日間、水中で養生を行う。急激に乾燥
してひび割れることを防ぐためだ。軌道スラブは
製造から 7日間程度でほぼ本来の強度を得る

出荷前にタイプレートを流れ作業で取り付ける。
手前では部品を所定の位置に置き、奥では取り付
け、右では取り付けたタイプレートの固定作業を
行っている



　天保元年創業の老舗旅館、大村屋。玄関をくぐると、スー
ツ姿の青年が飾り付けをしていた。初々しさを感じるこ
の青年が、大村屋 15代目社長の北川健太さん（34）だ。
散策しながらまちのゴミを拾うと宿泊料金が割引になる
「一日一善プラン」や、旅館のスリッパをラケットにして
楽しむ「スリッパ温泉卓球大会」など、数々のアイデア
で嬉野温泉に新しい風を吹かせてきた。
　「元々は、家業の旅館を継ぐ気はなかったんです」
　そう語る北川さんは、学生時代、東京の大学に進みバ
ンド活動をしていた。ところが、音楽活動のために始め
た高級ホテルでのアルバイトを通じて、自分の中に眠っ
ていた接客業への適性に気付く。関東で就職した 2年後、
両親から「時代が変わっている。嬉野に帰って大村屋を
継いでほしい」と頼まれ帰郷、社長に就任した。25歳の

時だった。
　「不況によって、温泉街に元気がなく
なっていました。そこで思い出したのが、
ホテルでの経験です。ホテルは、宿泊客
だけなく、パーティーや会議など、さま
ざまな人が利用します。旅館も、多くの
人が行き交う駅のような場所にしたいと
思ったのです」
　そんな北川さんが最初に手掛けたのが、
冒頭の「一日一善プラン」だ。「皿洗いを
すればタダで食べさせてくれる餃子屋」
のニュースをヒントに企画し大ヒット。

前年同月比で 2倍近い売り上げを達成した。
　宿泊者と旅館の人が対戦する「スリッパ温泉卓球大会」
も、「各旅館のスリッパをラケットとして使う」というの
は北川さんのアイデア。スナックをめぐって地元の人々
と触れ合う「スナックサミット」や、国家資格を持つ
鍼
しんきゅうし

灸師の技をワンコインで体験できる「揉
も

みフェス」、嬉
野の伝統である「嬉野茶」「肥前吉田焼」「温泉」を体験で
きる「嬉野茶時」など、地域の人々とともに思わず参加し
たくなる企画を次々と実現した。
　そんな北川さんにとって、3年後
に控えた新幹線の開業は、一つの目
標だ。
　「まち自体に魅力がなければ、せっ
かく新幹線ができてもお客様は来て
くださいません。開業までに、嬉野
の魅力を最大限に掘り下げたコンテ
ンツを作りたいと思っています。例
えば、温泉旅館にチェックインする
と、翌日嬉野茶を飲む場所を予約で
きて、朝になるとお茶農家の方が迎
えに来て、茶畑でおもてなしを受け
られるとか」
　旅館自体にも、家族経営ならではの個性をもっともっ
と出していきたいという北川さん。アイデアとおもてな
しが溢れる嬉野温泉は、新幹線の開業とともに一層魅力
的な温泉街に成長しようとしている。

　

◉武雄温泉
透明かつ柔らかな湯ざわりの弱アルカ
リ単純泉が美人の湯として知られる、
1,300 年の歴史ある温泉。長崎街道の
宿場として栄え、大正時代に建てられ
た辰野金吾設計の楼門は、国重要文化
財に指定されている。
問い合わせ　☎ 0954-23-2001
［武雄温泉（株）］

◉嬉野温泉
日本三大美肌の湯の一つとして知られ
る、九州でも有数の温泉街。中心にあ
る日帰り入浴施設の「シーボルトの湯」
は、大正 13年にドイツ人の設計で造ら
れた公衆浴場「古湯」を、当時の設計
図を元に復元したもの。
問い合わせ　☎ 0954-43-0137
［嬉野温泉観光協会］

◉肥前吉田焼窯元会館
有田焼窯業圏の一つで、400 年の歴史
を持つ嬉野市の肥前吉田焼。肥前吉田

焼窯元協同組合に属している 8社の作
品が展示・販売されており、陶磁器へ
の絵付けは予約なしで体験できる。
佐賀県嬉野市嬉野町大字吉田丁4525-1
営業 8:30 ～ 16:30　定休日 年末年始
問い合わせ　☎ 0954-43-9411
入場料　無料　絵付け料金 900 円（税
別）～

◉立岩展望台
嬉野温泉街から車で約 15分の場所にあ
る展望台。茶畑の中にあり、嬉野温泉
と新幹線の高架を一望できる。晴れた
日には、遠く有明海や
多良岳も見え、夜景ス
ポットとしても人気。
見学自由　入場料　無料 
問い合わせ
☎ 0954-42-3310
［嬉野市観光商工課］
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嬉野温泉 旅館大村屋

代表取締役　北
きたがわ

川健
け ん た

太さん

▶▶九州新幹線西九州ルート

湯上がりスペース
は北川さんの個性
を活かし、音楽と
本を楽しめる

25歳で嬉野温泉随一の老舗の社長に！
アイデアと行動力で
魅力あふれるまちづくりを実現

写真提供：武雄温泉（株）

写真提供：嬉野市観光商工課

武雄・嬉野エリア紹介

生産者とともに嬉野茶や
肥前吉田焼を心ゆくまで
楽しめる「嬉野茶時」の
新茶会（上）
夜の帳が降りると、嬉野
のまちが美術館に姿を変
えるイベント「宵の美術
館」（下）

写真提供：嬉野市観光商工課

昨年まで毎月開催
されていた「スリッ
パ温泉卓球大会」。
今年からは年１回、
3月頃の開催を予定
している



◆寄稿◆

地方鉄道を
訪ねて  
【千葉県】

乗
客
が
呟
く
路
線
存
続
の
不
安

　

東
京
か
ら
Ｊ
Ｒ
の
特
急
を
利
用
す
れ
ば

銚
子
駅
ま
で
は
２
時
間
弱
。
そ
こ
か
ら
銚
子

電
鉄（
銚
電
）に
乗
り
換
え
、
銚
子
半
島
沿

い
の
終
点
・
外と

川か
わ

駅
ま
で
は
約
20
分
で
到
着

す
る
。
銚
子
・
外
川
間
は
６
・
４
㎞
の
単
線

電
化
路
線
で
、
駅
数
は
起
終
点
合
わ
せ
て
10

駅
だ
。レ
ト
ロ
な
電
車
が
最
高
時
速
40
㎞
で
、

地
元
特
産
の
キ
ャ
ベ
ツ
畑
の
中
を
走
り
抜
け

て
い
く
。
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
を
除
け
ば
片

道
１
時
間
に
１
本
の
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
て
い

る
。
銚
電
は
こ
う
し
た
小
さ
な
ロ
ー
カ
ル
路

線
だ
が
、
背
負
う
課
題
は
大
き
い
。

　
Ｊ
Ｒ
銚
子
駅
と
同
じ
ホ
ー
ム
に
オ
ラ
ン
ダ

■ 銚子電気鉄道路線図

JR
総武本線

銚子 仲ノ町

観音 本銚子
笠上黒生
（髪毛黒生）

西海鹿島

外川港

犬吠埼

海鹿島

君ケ浜 君ヶ浜

犬吠

外川
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銚
子
電
気
鉄
道 

今
か
ら
13
年
前
（
２
０
０
６
年
）
に
〝
奇
跡
の
ぬ
れ
煎せ
ん
べ
い餅
〞
に
よ
っ
て

車
両
点
検
費
用
を
生
み
出
し
、
廃
線
の
危
機
を
免
れ
た
銚
子
電
鉄
。

現
在
も
厳
し
い
経
営
状
況
は
続
く
が
、

そ
れ
で
も
社
員
は
一
人
何
役
も
の
業
務
を
こ
な
し
て
奮
闘
し
て
い
る
。

そ
の
姿
は
、
地
域
を
越
え
て
多
く
の
人
々
に
存
続
へ
賭
け
る
心
意
気
を
伝
え
て
い
る
。

の
風
車
小
屋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
建
物
が
建
っ

て
い
る
。
そ
こ
が
銚
子
電
鉄
銚
子
駅
の
入

口
で
、
下
り
の
ホ
ー
ム
に
は
元
京
王
電
鉄
カ

ラ
ー
２
０
０
０
形
電
車
が
待
っ
て
い
た
。
乗

客
は
六
人
で
午
前
中
と
は
い
え
少
し
寂
し
い

気
が
す
る
。

　

犬
吠
駅
ま
で
乗
車
す
る
と
い
う
買
い
物

帰
り
の
女
性
に
沿
線
事
情
を
尋
ね
る
と
、
ぬ

れ
煎
餅
を
は
じ
め
と
す
る
銚
電
の
食
品
製

造・販
売
事
業
な
ど
の
「
副
業
」
に
加
え
て
、

「
銚
子
市
の
財
政
難
」
が
話
題
と
な
っ
た
。

　

ぬ
れ
煎
餅
、
た
い
焼
き
、
そ
し
て
今
評
判

と
な
っ
て
い
る
「
ま
ず
い
棒
」
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
商
品
に
は
、
そ
の
時
期
の
経
営
難
を
克

服
し
よ
う
と
し
た
物
語
が
あ
っ
た
。「
こ
れ

千葉県

市街地を抜けると車窓に
は一面のキャベツ畑が広
がる
写真提供：PIXTA
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〈会社概要〉
■本　　社　〒 288-0056
　　　　　　千葉県銚子市新生町 2-297
■設　　立　大正 11（1922）年 10月 10日
■営業開始　大正 12（1923）年 7月 5日
　　　　　　（銚子・外川間）
■払込資本　6,910 万円
■代 表 者　代表取締役社長　竹本　勝紀
■従業員数　24名（平成 31年 2月 1日現在）

〈路　　線〉
■営業区間   銚子・外川間　6.4㎞〈単線電化〉　　　　　　
■駅　　数　9駅（除く銚子駅）うち有人駅 5駅
■車 両  数　6両、電気機関車 1両   

  銚子電気鉄道株式会社

　　　　　　地方鉄道を訪ねて【千葉県】銚子電気鉄道◆寄稿◆

ら
の
商
品
は
銚
電
だ
け
の
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
沿
線
地
域
に
観
光
客
を
誘
い
、
地
域

に
楽
し
い
話
題
を
提
供
し
て
く
れ
る
点
で
も

貢
献
は
大
き
い
の
で
す
」
と
彼
女
は
言
う
。

　

さ
ら
に
「
銚
子
市
の
見
通
し
で
は
、
財
政

難
か
ら
現
状
の
ま
ま
で
は
２
０
２
２
年
度
に

財
政
再
生
団
体
に
な
る
そ
う
で
す
。
銚
電

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
行
政
が
そ
の
状

態
で
は
、銚
電
の
先
行
き
が
心
配
で
す
」、「
住

民
の
暮
ら
し
が
こ
の
電
車
の
存
続
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
銚
電
の
頑
張
り
に
、
鉄
道
事
業

が
成
り
立
つ
方
法
に
つ
い
て
多
く
の
識
者
か

ら
も
っ
と
提
案
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」。
財
政
難
を
心
配
す
る
声

は
尽
き
な
い
。

点
在
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

　

沿
線
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
君
ヶ
浜
、犬
吠
、

外
川
の
３
駅
が
近
い
。
君
ヶ
浜
し
お
さ
い
公

園
、
犬
吠
埼
（
灯
台
）、
地
球
の
丸
く
見
え

る
丘
（
愛
宕
山
）、
屏
風
ヶ
浦
な
ど
、
景
観

の
す
ば
ら
し
さ
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
１
日
乗
車

券
の
弧こ
ま
わ
り廻
手
形
（
大
人
７
０
０
円
）
を
使
え

ば
行
動
範
囲
は
広
が
る
。

　

銚
子
市
街
地
で
人
気
な
の
は
、

銚
子
大
橋
、
銚
子
漁
港
、
ヒ
ゲ
タ

醤
油
・
ヤ
マ
サ
醤
油
工
場
、
妙
見

寺
、
飯
沼
観
音
な
ど
。
い
ず
れ
も

歴
史
・
文
化
・
民
俗
の
お
も
し
ろ

さ
を
楽
し
め
る
。

　

銚
子
電
鉄
の
竹
本
勝
紀
社
長

は
、
誘
客
策
の
一
環
と
し
て
紀
州

鉄
道
（
和
歌
山
県
）
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
や
海
外
の
台
湾
鉄
道
と
協

定
を
結
ん
で
の
観

光
客
誘
致
に
奔
走

中
だ
。「
例
え
ば
台

湾
か
ら
の
観
光
客

に
は
、
台
湾
鉄
路
の

切
符
を
持
参
す
れ

古き漁師町の面影を残す外川のまち並み

大正 12年に建築された外川駅。風情のあ
る木造駅舎で、ロケ地として登場すること
もある

外川駅の売店では、ぬれ煎餅の等外品をお得
な値段で買うことができる（左）

銚子電鉄の車庫。写
真は平成 27 年に引
退したデハ1002。右
のタンクはヤマサ醤
油工場（左）
ヤマサ醤油では、工
場見学をすることも
できる（下）

観音駅は、観光スポットでもある飯沼観
音や繁華街だった銚子銀座への最寄り駅

笠上黒生（髪毛黒生）駅で行われる上下
線のタブレット交換

竹本勝紀社長

海鹿島駅のホーム
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ば
、
引
き
換
え
に
銚
電
の
１
日
乗
り
放
題

乗
車
券
の
〝
弧
廻
手
形
〞
を
サ
ー
ビ
ス
し
て

い
ま
す
」
と
話
す
。

江
戸
期
に
さ
か
の
ぼ
る
歴
史
の
跡

　

沿
線
の
人
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
か
ら

地
域
起
こ
し
の
活
動
に
当
た
っ
て
い
る
。
そ

の
一
つ
は
外
川
駅
近
く
の
「
外
川
ミ
ニ
郷
土

資
料
館
」
だ
。

　

江
戸
時
代
の
房
総
に
は
、
関
西
地
方
の

摂せ
っ
つ津・和
泉（
大
阪
府
）や
紀
伊（
和
歌
山
県
）

な
ど
か
ら
旅た
び
あ
み網
と
呼
ば
れ
た
漁
民
が
進
出

し
て
い
た
。
旅
網
が
漁
港
に
活
気
を
も
た
ら

し
、
伝
え
ら
れ
た
技
術
と
財
力
を
も
と
に
地

域
産
業
の
発
展
が
図
ら
れ
た
。
代
表
例
が

ヒ
ゲ
タ
、
ヤ
マ
サ
の
醤
油
づ
く
り
だ
。
そ
の

歴
史
を
知
る
に
は
、
こ
の
外
川
ミ
ニ
郷
土
資

料
館
が
便
利
だ
。
館
長
の
島
田
泰
枝
さ
ん

が
私
費
を
投
じ
て
自
宅
を
開
放
し
て
開
設

し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
大
学

の
ゼ
ミ
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

島
田
館
長
は
「
故
事
来
歴
を
知
る
方
々

の
他
界
が
続
き
、
資
料
の
散
逸
が
著
し
い
。

こ
れ
ら
を
で
き
る
だ
け
後
世
の
人
た
ち
に
引

き
継
ぎ
た
い
」
と
語
る
。

外
国
技
術
で
完
成
し
た
犬
吠
埼
灯
台

　

日
本
の
技
術
発
展
に
貢
献
し
た
外
国
人

も
忘
れ
た
く
な
い
。

　

利
根
川
河
口
の
銚
子
市
街
地
に
あ
る
坂

東
33
観
音
27
番
札
所
の
飯
沼
観
音
境
内
に

は
日
本
の
河
川
測
量
の
原
点
、
飯
沼
水
準

原
標
石
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
５
年
に
オ
ラ

ン
ダ
人
技
師
リ
ン
ド
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
そ
の
後
の
我
が
国
に
お
け
る
河
川

工
事
の
基
礎
を
築
い
た
証
だ
。

　

ま
た
、
明
治
７
年
完
成
の
犬
吠
埼
灯
台

に
は
イ
ギ
リ
ス
人
ブ
ラ
ン
ト
ン
像
が
あ
る
。

灯
台
づ
く
り
に
は
レ
ン
ガ
約
19
万
３
０
０
０

枚
が
使
わ
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
日
本
人
土
木

技
師
の
中
沢
孝
政
に
よ
る
国
産
レ
ン
ガ
開

発
の
秘
話
が
あ
る
。
展
示
さ
れ
て
い
る
数
個

の
レ
ン
ガ
を
手
に
し
な
が
ら
、
改
め
て
彼
ら

の
業
績
を
振
り
返
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
現
在
、
全
国
に
約
１
１
０
カ

所
の
灯
台
が
あ
る
が
、
公
開
さ
れ
て
い
る
の

は
そ
の
う
ち
16
カ
所
と
い
う
。

　
関
東
最
東
端
の
海
鹿
島
駅

　

女
性
の
車
掌
さ
ん
に
「
犬
吠
埼
辺
り
を

散
策
す
る
に
は
海あ
し
か
じ
ま

鹿
島
駅
か
ら
が
最
適
で

す
」
と
教
え
ら
れ
た
。
海
鹿
島
駅
は
無
人

駅
だ
が
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
い
つ
も
美
観

の
チ
ェ
ッ
ク
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」
と
言
う
サ
ポ
ー
タ
ー
の
大
胡
忠
さ
ん

の
言
葉
ど
お
り
駅
舎
は
清
潔
そ
の
も
の
だ
っ

た
。

　

ホ
ー
ム
に
は
〝
関
東
最
東
端
の
駅
〞
の

標
識
が
あ
り
、
そ
の
周
り
で
ス
イ
セ
ン
の
花

犬吠埼灯台。日本で一番早い初日の出を見られ
る場所として知られる

外川ミニ郷土資料館の外観
（上）と外川ミニ郷土博物館
の島田泰枝館長（左）

観音駅より徒歩 5分の
飯沼観音（右）

飯沼水準原標石。日本
水準原点の基となった
本邦初の水準原標石
（下）

犬吠駅の外観（上）と売店（下）。
売店では、ぬれ煎餅の手焼き体験
もできる 犬吠駅のホーム。ホームから近くの満願寺が見える
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　大胡さんは銚子生まれの銚子
育ち。好きな電車の写真撮影が
きっかけで仲ノ町駅駅員と親し
くなり、銚子電鉄のことに関心を
持つようになった。名刺には「銚子電鉄を応援してい
ます」とあり、サポーター役を自負している。
　代表を務める写真倶楽部の名称は、銚電の海鹿島・
君ヶ浜間の第4種踏切19号からとった。ここは木立
のトンネルを抜ける区間で、撮影スポットとして評判
だ。 
　大胡さんは、20年ほど前からインターネットのホー
ムぺージやブログ等で銚電の近況を PRする一方、サ
ポーターたちの支援の様子を紹介し続けている。その
甲斐あって、東京や京葉地区など遠方からのメンバー
参加が目立っているという。
　「今はもっぱら銚電の経営難が世間の関心の中心で
しょう。ですが、鉄道事業以外の副業が経営を支えて
いる、その現実を正面から見据えながら本業の立て直
し策を支援、応援していく姿勢こそサポーターには大
事なのです」と話す。
　だからこそ、一部の鉄道ファンの撮影マナーが気に
なるようだ。恐らく電車撮影の現場などで、危険な場
面に出会うことが多いのだろう。鉄道路線の維持に必
要なのは、運行ダイヤを安心・安全に維持していくこ
とだ。大胡さんの話からは、銚電を人一倍愛している
からこその気持ちが溢れ出ているように感じた。

19号写真倶楽部代表

大
おお

胡
ご

　忠
ただし

 さん

サポーターの
声 Supporters'

Voice

が
揺
れ
て
い
た
。
銚
電
は
目
下
、「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
を
推
進
し
て
お
り
、
駅
名
に
ス

ポ
ン
サ
ー
名
を
使
用
す
る
な
ど
の
工
夫
と
合

わ
せ
て
、
早
春
の
旅
行
客
の
話
題
に
な
っ
て

い
た
。

文
学
碑
巡
り
を
観
光
資
源
に

　

通
り
が
か
り
の
年
配
の
男
性
か
ら
「
文

学
碑
巡
り
」
を
勧
め
ら
れ
た
。「
犬
吠
埼
灯

台
な
ど
お
馴
染
み
の
散
策
コ
ー
ス
に
加
え

て
、
文
学
愛
好
家
の
観
光
客
に
海
岸
風
景

と
詩
碑
、
歌
碑
な
ど
を
見
物
し
て
も
ら
う

観
光
メ
ニ
ュ
ー
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
今
の

観
光
は
団
体
か
ら
個
人
単
位
の
時
代
で
す
。

誘
客
す
る
側
の
意
識
も
時
代
に
合
わ
せ
て

い
か
な
い
と
取
り

残
さ
れ
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
」
と
い

う
の
だ
。

　

海
鹿
島
駅
か

ら
犬
吠
埼
灯
台
を

は
さ
ん
で
犬
吠
駅

ま
で
は
徒
歩
で
約

３
時
間
の
道
の
り

だ
。
そ
こ
に
は
国

木
田
独
歩
、
竹
久
夢
二
、
小
川
芋う
せ
ん銭
、
尾

崎
咢が
く
ど
う堂
、
尾
張
穂す
い

草そ
う
、
佐
藤
春
夫
、
高
浜

虚
子
な
ど
の
石
碑
が
並
ん
で
い
た
。

　

明
治
の
文
豪
・
国
木
田
独
歩
の
故
郷
が

銚
子
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
り
、
洒
脱
な

俳
画
で
知
ら
れ
た
小
川
芋
銭
の
句
「
大
海

を
飛
び
い
づ
る
如
と
初
日
の
出
」
を
黒
潮
の

大
海
原
を
前
に
読
む
の
も
一
興
だ
。

　

ま
た
、
高
浜
虚
子
の
句
碑
横
に
は
「
こ
の

辺
り
の
地
層
は
１
億
２
０
０
０
万
年
前
の
白

亜
紀
の
も
の
で
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
」と
い
う
別
の
案
内
板
が
あ
り
、

地
元
の
人
に
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
も
遠
方

か
ら
の
観
光
客
に
は
、
興
味
深
い
観
光
案

内
の
よ
う
に
思
え
た
。

　

銚
電
沿
線
で
出
会
っ
た
人
た
ち
は
、
皆
、

銚
電
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
語
っ
て
く
れ

た
。
こ
の
思
い
が
銚
電
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
ほ
し
い
と
強
く
感
じ
た
。

　
　
（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー　

平
野
雄
司
）

　　　　　　地方鉄道を訪ねて【千葉県】銚子電気鉄道◆寄稿◆

関東の最東端、海鹿島駅のホーム

笠上黒生（髪毛黒生）駅のホーム

デキ3。日本の旅客営業鉄
道線で最も小さい機関車

3000形は元伊予鉄道の 700系

君ヶ浜の海岸。約 2kmにわたって白砂青松の砂
浜が続く

竹下夢二詩碑国木田独歩詩碑

尾張穂草の歌碑 高浜虚子句碑 尾崎咢堂歌碑
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ト ピ ッ ク ス01

旧
国
鉄
用
地
の
処
分
終
了
に
つ
い
て

国
鉄
清
算
事
業
管
理
部

 
昭
和
62
年
４
月
の
国
鉄
改
革
に

よ
り
、旧
国
鉄
が
所
有
し
て
い
た
約

６
万
５
４
０
０
ha
の
土
地
に
つ
い
て
は
、

約
５
万
７
２
０
０
ha
が
各
承
継
法
人（
Ｊ

Ｒ
各
社
等
）
に
承
継
さ
れ
、
残
る
約

８
２
０
０
ha
の
土
地
が
国
鉄
清
算
事
業

団
（
以
下
「
事
業
団
」
と
い
う
）
に
帰

属
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
鉄
道
建
設

公
団
か
ら
約
６
０
０
ha
を
承
継
、
そ
の

後
の
追
加
承
継
等
に
よ
り
、
事
業
団
は

合
計
約
９
２
３
８
ha
の
土
地
を
保
有
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
団
が
保
有
し
た
こ
れ
ら
の
土
地

（
以
下
「
承
継
土
地
」
と
い
う
）
は
、
旧

国
鉄
長
期
債
務
の
償
還
に
充
て
る
重
要

な
財
源
と
し
て
、
ま
た
、
事
業
団
解
散

後
（
現
在
の
鉄
道
・
運
輸
機
構
）
は
旧

国
鉄
職
員
の
年
金
給
付
に
要
す
る
費
用

等
の
支
払
い
に
充
て
る
こ
と
と
な
り
、

全
力
を
挙
げ
て
早
期
処
分
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、残
存
し
て
い
た
梅
田
駅
（
北
）

地
区
の
土
地
処
分
を
終
え
た
こ
と
に
よ

り
、
全
て
の
承
継
土
地
の
処
分
を
終
了

し
ま
し
た
。

　大阪都心に残された最後の一等地として、大きな期待が寄せられたものの、貨物機能移転
先での環境問題の調整に時間を要したことから長期膠着状態が続きました。
　最終的には、移転工事着手までに約19年、工事に約9年、土地処分手続きに約3年、計
約31年を要することとなりました。
　第1期区域は「グランフロント大阪」として現在活況を呈し、今般、第2期区域の土地処
分が終了し、最大で最後の懸案が終了しました。

梅田駅（北）
地区

梅
田
駅（
北
）地
区
の

土
地
処
分

1

第2期区域 JR大阪駅

グランフロント大阪

　
　

　

第
２
期
区
域
に
残
存
し
て
い
た
約
９・

７
ha
の
開
発
用
地
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
６
月
の
資
産
処
分
審
議
会
に

「
梅
田
駅
（
北
）
地
区
土
地
の
処
分
方
策

に
つ
い
て
」
諮
問
し
、「
①
土
地
の
早
期

処
分
実
現
の
観
点
及
び
大
阪
市
が
進
め

る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
協
力
の
観
点
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
精
通
し
た
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
へ
の
譲
渡
が
適
当
で
あ
る
。
②
本
土

地
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
、
開
発
事
業
者

決
定
後
に
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
へ
の
譲
渡
価

格
を
確
定
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
、
適
切

か
つ
早
期
に
処
分
を
図
る
こ
と
」
と
す

る
答
申
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
踏
ま
え

平
成
27
年
10
月
に
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
土

地
売
買
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
都
市
計
画
事
業
等
に
係
る

関
係
者
と
の
協
議
・
調
整
を
鋭
意
進
め

た
結
果
、
開
発
事
業
者
募
集
に
向
け
た

条
件
整
備
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
に
よ
る
開
発
事
業
者
募
集
が

開
始
さ
れ
、
平
成
30
年
７
月
に
開
発
事
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業
者
（
三
菱
地
所
㈱
を
代
表

者
と
す
る
グ
ル
ー
プ
）
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
当
機
構
は
、

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
の
土
地
売

買
契
約
書
に
基
づ
き
、
土
地

売
買
価
格
の
精
算
を
行
い
、

譲
渡
価
格
を
確
定
し
、
平
成

30
年
９
月
末
に
土
地
引
き
渡

し
を
完
了
、
土
地
処
分
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
全
国
各
地
で

数
多
く
の
旧
国
鉄
用
地
の
処

分
を
進
め
た
結
果
、
都
市
の

発
展
や
地
域
活
性
化
等
の
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設

や
商
業
施
設
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、

分
譲
宅
地
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
大
規
模
な
土
地

に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
事

業
等
に
よ
る
都
市
の
再
生
や

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
に
貢
献

し
て
き
ま
し
た
。

旧
国
鉄
用
地
の

活
用
事
例

2

北海道札幌市
（旧札幌駅、東札幌駅、資材センター跡地）
➡百貨店・複合施設・病院

宮城県仙台市
(長町操車場跡地)
➡病院・スポーツ施設・商業施設

埼玉県三郷市
（武蔵野操車場跡地）
➡大型商業施設

埼玉県さいたま市
（大宮操車場跡地）
➡さいたま新都心

東京都渋谷区
（新宿貨物駅跡地）
➡百貨店・オフィスビル

東京都港区
（汐留駅跡地）
➡マスメディア・オフィスビル
東京都港区
（品川車両基地跡地）
➡商業・業務ビル

静岡県浜松市
（浜松貨物駅跡地）
➡複合施設・ホテル

愛知県名古屋市
（笹島駅跡地）
➡大学キャンパス・テレビ局

京都府京都市
（梅小路駅跡地）
➡公園・博物館・水族館

大阪府大阪市
（梅田駅跡地）
➡オフィスビル、「みどり」との融合拠点

広島県広島市
（東広島操車場跡地）
➡野球スタジアム

佐賀県鳥栖市
（鳥栖操車場跡地）
➡サッカースタジアム

《汐留地区》
　東京の都心部に残された貴重な大規模用
地汐留は、都心部と臨海部を結ぶ重要な交
通結節点にあり、マスメディア各社をはじめ
日本を代表する企業の本社が集結し、国際
的な情報と文化の発信基地として生まれ変
わりました。

《品川地区》
　品川駅東口は、東京の南の玄関口として
副都心に準ずる高度利用を図る地区として、
平成15年に東海道新幹線品川駅が開業、翌
年には商業・業務ビル「品川グランドコモ
ンズ」が魅力ある新しい街として誕生しまし
た。

《大宮地区》
　好立地条件にある大宮操車場跡地は、県
の中枢・中核施設の整備や国の広域的な行
政機能の集積を図るなど、中枢都市圏とし
て相応しい高次都市機能を集積した公共性
の高い「さいたま新都心」が整備され、平
成12年 5月に街開きをしました。

全国各地における主な土地の活用事例

土地を活用した代表的地区の事例
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■ 鉄道ホームドクターの流れと業務範囲

「
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」
に
よ
る
鉄
道
事
業
者
へ
の
支
援

企
画
部 

鉄
道
総
合
支
援
課

 
地
域
鉄
道
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少

子
高
齢
化
や
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
な
ど
に
伴
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
橋
り
ょ
う
、
ト

ン
ネ
ル
な
ど
の
鉄
道
施
設
の
老
朽
化
お

よ
び
団
塊
世
代
の
退
職
や
要
員
不
足
に

よ
る
鉄
道
技
術
の
維
持
・
継
承
も
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
鉄
道
・
運

輸
機
構
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
鉄
道
建
設

の
経
験
に
よ
り
培
わ
れ
た
技
術
的
な
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
鉄
道
事
業
者
や

地
域
鉄
道
を
支
え
る
地
方
公
共
団
体
の

皆
様
が
日
頃
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

や
疑
問
に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け
し
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
「
鉄
道
ホ
ー
ム
ド

ク
タ
ー
」
と
い
う
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。鉄

道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
に
よ
る

支
援

　

鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
に
よ
る
支
援

は
、
下
図
の
と
お
り
、
鉄
道
事
業
者
や

地
方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
の
要
請
を
受

け
て
、
鉄
道
の
調
査
や
建
設
な
ど
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
当
機
構
の
技
術
系
関

係
部
署
お
よ
び
助
成
業
務
を
通
じ
地
域

鉄
道
の
情
報
を
有
す
る
鉄
道
助
成
部
と

連
携
し
な
が
ら
、
企
画
部
鉄
道
総
合
支

援
課
が
窓
口
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　

鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
に
は
大
き
く

分
け
て
、
鉄
道
施
設
な
ど
に
関
す
る
支

援
（
ハ
ー
ド
）
と
交
通
計
画
支
援
シ
ス

テ
ム
（
以
下
、
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｅ
）
に
よ
る

資
料
の
提
供
や
鉄
道
助
成
制
度
の
情
報

提
供
な
ど
の
支
援
（
ソ
フ
ト
）
の
二
つ

が
あ
り
ま
す
。

　

鉄
道
事
業
者
や
地
方
公
共
団
体
の
皆

様
が
、
日
々
の
鉄
道
の
運
行
を
通
じ
て

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
疑
問
に
つ

い
て
、「
と
り
あ
え
ず
相
談
し
た
い
が
費

用
を
抑
え
た
い
」、「
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
誰
に
聞
い
た
ら
よ
い
か
」
と
い
っ
た

と
き
に
、
気
軽
に
相
談
・
利
用
が
で
き

る
「
町
医
者
」
を
念
頭
に
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

鉄
道
施
設
な
ど
に
関
す
る

支
援
（
ハ
ー
ド
）

　

鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
で
は
、
機
構

の
総
合
的
な
技
術
力
を
活
用
し
、
鉄
道

施
設
の
補
修
、
維
持
管
理
な
ど
に
関
す

「鉄道ホームドクター」に関するお問い合わせ先

鉄道・運輸機構 企画部 鉄道総合支援課

TEL：045-222-9016　FAX：045-222-9090

要請

協力

鉄道助成 沿線の分析

鉄道構造物

関係部署

回答

鉄道総合支援課

※無償で幅広くアドバイスやサポートを実施

解決
事業監理部
鉄道助成部
技術企画部
・
・

●鉄道構造物の老朽化が激しい　
●トンネル履工から漏水がひどい
●安全な運行を続けるため施設を新しくしたい
●地方公共交通の確保、維持などの取り組みのため、まず、自社路線を取り巻く状況を把握したい
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第三セクター鉄道
48％

地方公共団体
14％

その他
15％

中小民鉄
23％

■ GRAPE による沿線人口の分析図

■ 鉄道ホームドクター要請者別
    利用状況

■ 鉄道ホームドクター分野別
    利用状況

橋りょう関係
21％

軌道路盤関係
13％

その他
25％

助成関係
11％

GRAPE 関係
14％

トンネル関係
6％

電気関係
10％

これまでの分析結果イメージ
（数値表示により地理的配置が把握
しにくい））

GRAPE による分析結果イメージ
（ビジュアル化表示により地理的配置
が把握しやすい）

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
し
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
必
要
に
応
じ
、
現
地
に
赴
い
て

施
設
な
ど
を
調
査
し
た
う
え
で
、
状
況

に
合
っ
た
工
法
な
ど
の
紹
介
も
行
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
こ
う
し
た
現
地
調
査

の
経
費
や
資
料
の
提
供
、
ア
ド
バ
イ
ス

は
す
べ
て
無
償
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
一
例
と
し
て
は
、
橋

り
ょ
う
の
長
寿
命
化
に
資
す
る
対
策
工

法
と
し
て
、
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
断
面
修
復
、

支
承
部
の
修
復
お
よ
び
防
食
対
策
等
の

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
豪
雨

に
よ
る
の
り
面
の
崩
落
災
害
復
旧
に
際

し
、
現
地
の
状
況
に
即
し
た
地
盤
調
査

や
の
り
面
工
の
施
工
方
法
お
よ
び
留
意

点
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
車
輪
の
摩
耗
防
止
対
策
や
車

両
の
塗
装
劣
化
対
策
と
い
っ
た
、
車
両

に
関
す
る
相
談
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当

機
構
に
は
車
両
部
門
が
な
い
こ
と
か
ら
、

車
両
に
知
見
の
あ
る
関
係
機
関
を
紹
介

し
ま
し
た
。

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｅ
な
ど
の
支
援

（
ソ
フ
ト
）

　

当
機
構
が
所
有
す
る
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｅ
を

活
用
し
て
、
沿
線
地
域
の
人
口
分
布
や

鉄
道
の
利
用
状
況
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し

た
資
料
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
、
路
線

の
再
生
・
活
性
化
の
検
討
な
ど
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
注
）

　

ま
た
、
鉄
道
助
成
部
と
連
携
を
図
り
、

助
成
制
度
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
の
ほ
か
、
国
の
補
助

メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。鉄

道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の

利
用
状
況

　

当
機
構
で
は
、鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

を
平
成
16
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

平
成
28
年
度
は
29
件
、
平
成
29
年
度
は

19
件
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
29

年
度
ま
で
の
要
請
者
別
お
よ
び
分
野
別

利
用
状
況
は
上
図
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
つ
い
て
は
、

２
月
末
日
時
点
で
10
件
の
支
援
を
行
い

ま
し
た
が
、
利
用
状
況
の
傾
向
は
上
図

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
な
お
一
例
と
し
て
、

西
日
本
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
対
策
に

対
し
要
請
が
あ
り
、
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
に
て
対
応
し
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

鉄
道
施
設
の
経
過
年
数
を
見
る
と
、

特
に
橋
り
ょ
う
の
８
割
近
く
が
耐
用
年

数
40
年
を
超
過
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
鉄
道
施
設
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
補
修

や
維
持
管
理
に
お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
鉄
道
ホ
ー
ム

ド
ク
タ
ー
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

のり面調査の状況

（
注
） 

需
要
予
測
な
ど
、
高
度
な
分
析
に
つ
い
て
は
有
償

      

と
な
り
ま
す
。
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機構では、平成30年11月から平成31年2月にかけて新しい共有船7隻が竣工致しました。
各船とも、国の運輸政策でもある環境にやさしい船舶や物流効率化に寄与する船舶となっており、
地域の交通と日本の物流を支えています。

竣工船の紹介

［ シーキャット ］
　平成 31年 1月11日、広島県尾道市のツネイ
シクラフト&ファシリティーズ株式会社において
竣工した網地島ライン株式会社との共有旅客船。

■ 総トン数：109トン　
■ 船　　種：高速旅客船　
■ 政策目的：離島航路に就航する船舶
■ 旅客定員：220名
■ 航　　路：石巻～鮎川

［ 維
いし ん

新 ］
平成 30年 11月 30日、大分県佐伯市の株式会
社三浦造船所において竣工した富士海運株式会社
との共有貨物船。

■ 総トン数：2,978 トン　　
■ 船　　種：一般貨物船
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：PKS、石炭

●貨物船argo ShipC

●旅客船assenger ShipP

●貨物船argo Ship

［ 孝
こうおうまる

凰丸 ］
平成31年 1月 23日、香川県丸亀市の興亜産業
株式会社において竣工した有限会社寿シッピング
との共有貨物船。

■ 総トン数：499トン　
■ 船　　種：ケミカルタンカー兼油送船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：トルエン

C
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［ 琴
ことひきまる

弾丸 ］
平成31年 1月 23日、徳島県鳴門市の株式会社
徳岡造船において竣工した明港汽船株式会社との
共有貨物船。

■ 総トン数：499トン　
■ 船　　種：一般貨物船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：穀物、飼料、チップ等

［ 貴
たかおきまる

興丸 ］
平成 31年 1月 29日、長崎県長崎市の福岡造
船株式会社において竣工した宇部興産海運株式
会社との共有貨物船。

■ 総トン数：12,379 トン　　
■ 船　　種：セメント専用船
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：セメント

●貨物船argo ShipC

●貨物船argo ShipC

●貨物船argo Ship

［ ぶぜん ］
 平成 31年 2月 27日、大分県大分市の株式会
社南日本造船において竣工した北星海運株式会社
との共有貨物船。

■ 総トン数：11,674 トン　
■ 船　　種：ロールオン・ロールオフ型一般貨物船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：トレーラーシャーシ、車両

C
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共
有
事
業
者
の
表
彰
に
つ
い
て
共
有
船
舶
建
造
支
援
部 

建
造
支
援
課

　

機
構
で
は
、
国
内
海
運
の
発
展
と
共
有
建
造
制

度
の
促
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
共
有
事
業
者

等
に
対
し
、
毎
年
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
共
有
船
の
建
造
実
績
が
１
万
総
ト
ン
か
つ

３
隻
以
上
に
達
し
た
以
下
の
３
社
が
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

・
宮
川
海
運
株
式
会
社

・
宇
和
島
運
輸
株
式
会
社

・
株
式
会
社
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ

　

平
成
31
年
１
月
29
日
（
火
）
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
ー
博
多
（
於
：
福
岡
市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
一

般
社
団
法
人
船
舶
整
備
共
有
船
主
協
会
西
部
５
地

区
合
同
会
員
懇
談
会
」
に
お
い
て
、
当
該
共
有
事

業
者
に
対
す
る
表
彰
式
を
行
い
、
佐
々
木
理
事
長

代
理
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
の
目
録
を
贈
呈
い
た

し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
談
会
で
は
、

機
構
か
ら
、
共
有
建
造
の
状
況
、
来
年
度
の
制
度

改
正
、
技
術
支
援
の
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
、
出
席
者
か
ら
２
０
２
０
年
１
月
か
ら
強
化
さ

れ
る
硫
黄
酸
化
物
（
Ｓ
Ｏ
Ｘ
）
規
制
へ
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
活
発
な
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

事業者表彰記念写真

●油送船「鶴隆丸」宮川海運（株）

●カーフェリー「あけぼの丸」
　宇和島運輸（株）（八幡浜～臼杵）

●カーフェリー「さんふらわあさつま」
　（株）フェリーさんふらわあ（大阪～志布志）
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「鉄道・運輸機構だより」に関するアンケートのお願い

※個人情報の保護について：個人情報につきましてはより良い「鉄道・運輸機構だより」作成のための参考とし、他の目的には使用しません。

お名前 歳年齢貴社名

▼ご協力ありがとうございました。もし差し支えなければ、以下にもご記入ください。

▶FAX番号  ０４５-２２２-９０８９    ▶ホームページ www.jrtt.go.jp

【問い合わせ先】 鉄道・運輸機構総務部広報課　電話：045-222-9101

今後取り上げてほしいテーマをお聞かせください。（200字程度）3

全般についてのご意見・ご要望などをお聞かせください。（200字程度）4

上記Ｑ１で選んだ回答に対するそれぞれの理由をお聞かせください。〔必須〕（200字程度）2

今季号で面白かった・興味を持った記事を三つ挙げてください。〔必須〕1

□ 巻頭言

□ 特集 平成31年度事業概要
□ WORKING REPORT   
    九州新幹線建設局 武雄鉄道軌道建設所
□ 寄稿   ～地方鉄道を訪ねて～「銚子電気鉄道」

▼ TOPICS

□ 旧国鉄用地の処分終了について

□ 「鉄道ホームドクター」による鉄道事業者への支援

□ 竣工船の紹介

□ 共有事業者の表彰について

いつも「鉄道・運輸機構だより」をご愛読いただきありがとうございます。
今後の編集の参考とさせていただきますので、本誌に関するアンケートにご協力ください。 

下記の項目にご記入の上、FAXで送信いただくか、またはホームページの広報誌「アンケート調査票」フォームに入力してください。

　
「
鉄
道
・
運
輸
機
構
だ
よ
り
」
春
季
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

▼
今
般
、
機
構
が
発
行
す
る
債
券
が
、
日
本
で
初
め
て

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ボ
ン
ド
認
証
」
を
取
得
し
ま
し

た
。「
巻
頭
言
」
に
そ
の
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
本
号
の
「
特
集
」
は
、
平
成
31
年
度
に
当
機
構
が
実

施
す
る
事
業
の
概
要
で
す
。
鉄
道
建
設
事
業
、
鉄
道
助

成
事
業
、
船
舶
共
有
建
造
事
業
、
地
域
公
共
交
通
出

資
事
業
お
よ
び
国
鉄
清
算
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ
部
門
ご
と

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
ワ
ー
キ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
平
成
34
年
度
の
完

成
を
目
指
し
て
、
急
ピ
ッ
チ
で
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
で
、
武
雄
温
泉
駅

か
ら
新
大
村（
仮
称
）
駅
手
前
ま
で
の
軌
道
ス
ラ
ブ
や

レ
ー
ル
の
敷
設
工
事
を
担
当
す
る
武
雄
鉄
道
軌
道
建
設

所
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
本
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
軌
道
敷

設
工
事
の
詳
細
を
、分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
昨
年
の
本
欄
で
、
い
つ
も
途
中
で
挫
折
し
て
い
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
語
学
講
座
を
１
年
間
継
続
し
た
い
と
書
き
ま
し
た

が
、
お
か
げ
さ
ま
で
な
ん
と
か
完
走
で
き
ま
し
た
。
通

勤
時
間
の
開
始
を
早
め
、
否
応
な
し
に
朝
6
時
か
ら
7

時
ま
で
ラ
ジ
オ
を
聴
く
こ
と
を
習
慣
に
し
た
の
が
功
を

奏
し
た
よ
う
で
す
。
今
年
度
は
、
頑
張
っ
て
た
だ
聴
く

だ
け
で
は
な
く
、
昨
年
度
お
ざ
な
り
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
テ
キ
ス
ト
の
読
み
込
み
を
目
標
に
加
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

▼
今
年
度
も
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
長
）

編

集

後

記
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